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   　第３次京丹後市観光振興計画
  　 ① 「戦略プロジェクト実施調書」

【重点・優先】 最優先＝赤　　優先＝オレンジ

観光振興課
旬でもてなす食の観光地づく
り人材養成事業

料理技術の向上や観光関連事業者の機運醸成、レシピ共有化等につなげるた
め、「サン・セバスティアン（スペイン）への視察研修」を支援する。

○

商工振興課 商工会
食のおもてなし提供力向上セ
ミナー開催事業

平成31年3月13日、「海外視察研修」の報告及び「たんちょす」発表会を開催。 ○

商工振興課
丹後地域加工
食品品質向上

連絡会

食品品質向上セミナー開催
事業、栄養成分分析サービ
ス事業、ＨＡＣＣＰ講習会開催
事業

京都府、京丹後市、地場産センター、商工会、観光公社などで構成する丹後地
域加工食品品質向上連絡会を設立し、加工食品製造者の商品開発、加工技術
の向上、販路開拓を支援。

○ ○

観光振興課
観光公社

京丹後美食都市
研究推進会

[R1]
京丹後ガストロノミカ2019
たんちょすバル

[R2]
京丹後ガストロノミカ

料理人、加工業者、生産者らが集い、研究、発表、交流する食と料理の学会。京
丹後市の新しい料理“たんちょす”を食す。※“たんちょす”とは、スペインの一口
料理「ピンチョス」の京丹後版。京丹後の食材を使い、四季を感じる手軽に食べら
れる料理。

【商工会】Ｒ１年度「たんちょす」「TANTXOS」の商標出願を実施。Ｒ２年度「たん
ちょす」「TANTXOS」の商標登録を完了。
四季の食材を活用した食関連事業所の展開支援を開始。また、たんちょすの展
開として「たんちょすバル」の実施を支援。今後は食関連事業者にライセンス付
与し、地域住民や観光客等に商品名として販売することで、効果的な発信及び
認知度を高め、ブランド化推進を図る。

○ ○

観光振興課
京丹後美食都市

研究推進会 RicoLabo（リコラボ）

丹後王国「食のみやこ」の休眠レストラン等を使用し、京丹後美食都市研究推進
会が中心となって、市内の料理人、加工業者、生産者らが食材や技術を気軽に
持ち寄って、交流しながら、研究、発表するもの。（R2年度からは、丹後王国「食
のみやこ」レストランの使用ができなくなったため、市内店舗等を使用）

○ ○

観光振興課
京丹後フードトレイル創造事
業

網野町浜詰から久美浜町甲山までの間に建ち並ぶ、果樹の直売所を活かした
観光の魅力づくりを創出するため、数店舗の店先で、旬のフルーツを使った
ジュースやパフェなどを提供する「フードトレイル（フルーツトレイル）」を実施する

○ ○ ○

観光振興課 観光公社
企画・販売事業（域内調達率
向上）

観光消費の拡大と域内経済への波及（域内調達率の向上）を目指して、地元産
食材にこだわった“ロケ弁”等の開発に取り組んでいる。

○ ○

観光振興課 観光公社
京丹後ふるさと旅行券キャン
ペーン事業

・令和2年9～10月に実施した「京丹後ふるさと旅行券キャンペーン（秋旅）」で、
京丹後産新米コシヒカリほほか、久美浜町産の梨やフルーツスムージーを旅行
券利用者に特典提供する。（提供数：新米（2合）2,130袋、梨1,099件、フルーツス
ムージー1,370件）
・令和2年11月6日から令和3年3月20日まで実施中の「京丹後ふるさと旅行券
キャンペーン（冬旅）」で、本市の特産品「久美浜かき」を旅行券利用者に特典提
供する。

○

3 市内での地元食材流通の仕組みづくり ◎ ○ ○ 農業振興課
生産者と料理人の情報交流
会

生産者による農産物のＰＲトークなどを通じて、生産者と料理人が交流を図り、情
報共有をすることで地産地消を進める「つながり」を生みだす。

○ ○

4 地元食材の情報の「見える化」 ◎ ○ ◎ 農業振興課 地元産食材の情報収集事業
市内農産物の直売所や、農産物の旬や特徴を紹介することにより購買促進を図
るため、農産物買い処マップを作成する予定（令和２年度）

○

＜基本方針１＞　「“旬”でもてなす食の観光」を徹底的に推進します

Ｒ4

実施年度

業者 団体 市民 行政 事業名 事業概要

取組主体

市関係課 関係団体

戦略プロジェクト（事業、取り組み）

H30

飲食店、宿泊施設、土産物店等での旬
の地元食材活用、「フードトレイル」の実
施など販売の促進

◎ ○ ○

H31
Ｒ 1

Ｒ2 Ｒ3
基本戦略 戦略プロジェクト

①豊富で質の高い食
の魅力に磨きをか
け、価値を高めます

1
農林漁業者、加工業者等の生産、保
存、加工、料理技術の向上

◎ ○ ○

2

②旬の地元食材を活
用した“地産来消”に
取り組みます

1
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5 食に関する体験プログラムの提供 ◎ ○ ○ 観光振興課 観光公社 企画・販売事業

・インバウンド及び国内観光客向け京丹後のコンテンツ（体験、観光ルート）を開
発する。体験プログラム：ピチピチにぎり寿司体験、イチゴ＆桃狩り体験
・「『百寿人生のレシピ』体感プログラム」（令和2年12月21日付ヘルスツーリズム
認証取得）で、「宇川加工所」が地元の旬の食材を使った昼食「百寿食メニュー」
を開発、提供。市食生活改善推進員が「百寿人生のレシピ」伝達講習会（食生活
指導）を実施。

○ ○

6
食に関する共通宿泊プランや旅行商品
づくり

◎ ◎ ○ 観光振興課 実践会議
京丹後“旬の逸品”お宿プラ
ン

地元で獲れた水産物を使った旬の逸品料理をお客様に提供し、「食」と「宿泊」の
魅力向上を図る宿泊キャンペーンを実施する。（平成30年3月1日～令和元年6月
30日）

○ ○

観光振興課
京丹後宿おか
みさんの会

まごわやさしいこ「朝食プラ
ン」

京丹後米と京丹後で育った「まごわやさしいこ」食材をつかった栄養バランス抜群
の朝食を提供し、お客様に朝から健康になっていただこうと企画。

○ ○ ○

観光振興課 観光公社 企画・販売事業
「『百寿人生のレシピ』体感プログラム」（令和2年12月21日付ヘルスツーリズム認
証取得）で、「宇川加工所」が地元の旬の食材を使った昼食「百寿食メニュー」を
開発、提供。

○ ○

「食」と「伝統産業」に関する知的財産を
活用したブランド化展開

◎ ○ ○ 商工振興課 商工会
「丹後ちりめんロール」販売
支援

商工会が出願中の商標権【丹後ちりめんロール】を、地域の菓子製造販売業者
にライセンス付与し、地域住民や観光客等に、ロールケーキの商品名として販売
することで、効果的な発信及び認知度を高め、伝統産業と共にブランド化推進を
図る。

○

・「活イカ」等の特産品化を効果的に進めていくため、水産資源を活用した観光誘
客事業を支援していく。(令和元年度に予算化し、関係団体と活イカの地産来消
についての基盤づくりに取り組んだが、例年5月下旬から獲れる白イカが時期に
なっても全く獲れず、結局、7月下旬まで水揚げが遅れたためモデル事業を実施
することができなかった.。)

○ ○

・令和2年11月6日から令和3年3月20日まで実施中の「京丹後ふるさと旅行券
キャンペーン（冬旅）」で、本市の特産品「久美浜かき」を旅行券利用者に特典提
供する。
・観光公社と京都府漁協が、「久美浜かき」PRチラシとポスターを作成。

○

観光振興課 観光公社 動画・写真ＰＲコンテンツ作成

・訴求力のある高度な“旬の食”ＰＲ用動画、写真コンテンツ作成
・“京丹後の魅力”を募ったフォトコンテストで「Facebookいいね賞」部門を設け
て、観光公社公式Facebookを活用し、応募作品を配信・拡散。京丹後の認知度
を高め、共感を生み出すことにより、来訪の動機付けを行った。
・「京丹後ふるさと旅行券キャンペーン（冬旅）」のプロモーションとして、訴求力の
高い「間人ガニ」を素材にしたポスター及び動画を作成。

○ ○ ○

観光振興課 観光公社 WEB・マーケティング事業
SNS（Facebook・Instagram）を活用した観光情報発信力の強化に加え、拡散性、
ターゲティング精度の高さを活かしたFacebook広告の配信等、WEB広報媒体の
特性を活かした戦略的なWEBの運用。

○ ○

10
デザイン性と統一性のあるイメージ戦略
の推進

○ ◎ 観光振興課
“旬の京丹後”イメージ啓発・
普及事業

「食のまち京丹後」の象徴となる「ロゴマーク」と「キャッチコピー」を活用し、効果
的な発信及び認知度を高め、食のまちのブランド化推進を図る。啓発のぼり旗の
作成及び啓発看板の表示張替え。

○ ○ ○

11
食材の魅力、豊富さや食事処、土産処
の情報発信

◎ ◎ ○ ○ 観光振興課 商工会
食の魅力発信事業
（海外食材アピール商談会）

「食」の魅力と「観光」を広く発信するため、互いの事業者が連携して、「輸出」と
「インバウンド」のＢｔｏＢｔｏＣ商談会を２日間実施。（商工会単独事業）
日程：平成31年9月13日～14日　場所：シンガポール　市内事業者10社参画

昨年からの継続発展事業の一環として、「“旬の食材”ＢｔｏＣ向け試食販売マー
ケティング事業」を、一定期間店舗の棚を賃貸して約４ヶ月間実施。（商工会単独
事業）
期間：令和元年10月～令和2年1月　場所：バンコク

○ ○

◎ ○ ○

○

③食を活用した様々
な「商品化」と付加価
値を高める「ブランド
化」に取り組みます

7

“健康”、“長寿”、“環境”などを活かす
名物となる土産物や料理、食材などの
改良、開発

水産資源を活かした食の観
光まちづくり事業

④「“旬”でもてなす食
の観光」の戦略的な
発信とプロモーション
を行います

海業水産課 観光公社

9
動画、ＳＮＳなど効果的な情報発信ツー
ルを活用したＰＲ

◎ ◎ ○ ◎

8 新たな"海のブランド食材"の開発 ◎ ◎

2
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観光振興課 観光公社 京丹後市マルシェ

東京海上日動火災保険㈱本社ビル（東京都千代田区丸の内）で、同本社の社員
約4,500名を対象に、京丹後の特産品販売と観光PRを行う物産展「京丹後市マ
ルシェ」を、京丹後市、アミティ丹後、東京海上日動火災保険㈱京都支店との共
催で開催。
（販売実績：７１０千円）

○

観光振興課
食の魅力発信事業
（観光大使ＰＲ動画）

市観光大使の太川陽介氏が京丹後産品をＰＲする動画を作成 ○ ○

観光振興課 観光公社
観光パンフレット「旬めぐり旅
京丹後」の発行

「かわいい」「おいしい」「体験」をキーワードに、市の観光総合パンフレットをリ
ニューアル。市内の食事処や土産処等の情報を発信（令和元年度40,000部作
成）

○ ○

観光振興課 観光公社 観光キャンペーン広報事業
京都市内のファミリー世帯をターゲットに約48万部配布される情報誌で、「ズワイ
ガニ」「久美浜かき」「日本酒」等、本市の“冬の魅力”を発信。（「リビング京都」R2
年10月3日号）

○

観光振興課 観光公社
マイクロツーリズム・プロモー
ション事業

コロナ禍において、し、地域の魅力の再発見と地域経済へ貢献するため、3密を
避けながら地元の方が近場で過ごす旅のスタイル“マイクロツーリズム”を提案・
実践。

○

観光振興課 観光公社 ECサイト運営事業
「京丹後の知名度アップ」「地域経済の活性化」「観光公社の経営改善」等の効果
を狙った観光公社地場産品通販サイ ト「京丹後ふるさと便」の構築・運営。

○

観光振興課 観光公社
京丹後ふるさと宿泊クーポン
券発行事業

京丹後の食材の魅力と豊富さ、高満足度のおもてなし等を活かして、観光公社
会員施設への送客及び地域経済の活性化と高付加価値化を図るため、京丹後
市のふるさと納税制度を活用した「京丹後ふるさと宿泊クーポン券」の発行事業
に取り組む。

○

観光振興課
生涯学習課

観光公社
国際交流

協会

インバウンド特化事業（ハ
ラール料理試食会）

京丹後を訪れるムスリム旅行客が増加傾向にある中で、市国際交流協会及び
市教育委員会との共催により、公社会員を対象にした「ハラール料理試食会」を
開催（令和2年2月19日予定）。安心して京丹後の食を楽しんでいただくための、
ハラールの調理法の紹介と試食会。

○

観光振興課 観光公社 京丹後市マルシェ

東京海上日動火災保険㈱本社ビル（東京都千代田区丸の内）で、同本社の社員
約4,500名を対象に、京丹後の特産品販売と観光PRを行う物産展「京丹後市マ
ルシェ」を、京丹後市、アミティ丹後、東京海上日動火災保険㈱京都支店との共
催で開催。
（販売実績：710千円）（再掲）

○

観光振興課
“旬の京丹後”プロモーション
イベント開催事業

都市部（関西圏又は首都圏）で開催される食イベント等において、市観光大使の
太川陽介氏（タレント）が京丹後産品をPRする。

13
食に関する異業種間の事業者連携・交
流・研修機会の創出

◎ ◎ ◎ 観光振興課
美食観光のまちづくりワーク
ショップ

ワークショップや勉強会の開催及び先進地視察を行うなど、様々な立場の関係
者の意見を踏まえながら美食観光を推進。今後は、ガストロノミカ、リコラボの実
施などで取り組んでいく。

○

14
市民、関係者に対する啓発イベント等の
実施、参加

○ ◎ ○ ◎ 観光振興課
観光公社

京丹後美食都市
研究推進会

京丹後ガストロノミカ
たんちょすバル（再掲）
RicoLabo（リコラボ）（再掲）

料理人、加工業者、生産者らが集い、研究、発表、交流する食と料理の学会。京
丹後市の新しい料理“たんちょす”を食す。

○ ○

◎ ○ ○

⑤「“旬”でもてなす食
の観光」の戦略を関
係者が共有し、機運
を高め、一体的に進
めます

◎ ○ ◎

食材の魅力、豊富さや食事処、土産処
の情報発信

④「“旬”でもてなす食
の観光」の戦略的な
発信とプロモーション
を行います

◎11

12
都市部での食に関するイベント、マル
シェ等の実施、参加

◎

3
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＜基本方針２＞　ジオや四季の魅力を活かした「体験・滞在型の観光地」を目指します 【重点・優先】 最優先＝赤　　優先＝オレンジ

15
日本一の砂浜海岸づくり」に向けた砂浜
や「ジオサイト」の保全など、自然環境
及び景観の保護・保全、清掃活動

○ ◎ ○ ◎
観光振興課
市民局

各地区、まちづく
りサポートセン

ター、観光協会等

主要ジオサイト、海岸の環境
整備

主要ジオサイトである立岩周辺、大成古墳、小天橋から浜詰のロングビーチをは
じめ、市内各地の海岸等において、一斉クリーン作戦、定期的な清掃活動等に
よる保全活動の実施

○ ○ ○

16
海浜施設や自然公園施設（トイレ、シャ
ワー、遊歩道など）の適切な維持管理

○ ◎ 観光振興課
自然公園及び海浜施設の管
理事業

海浜施設や自然公園施設（トイレ、シャワー、遊歩道など）の適切な維持管理を
実施する。

○ ○ ○

観光振興課
ＮＰＯ法人まちづ
くりサポートセン

ター
ジオパーク専門ガイドの常駐 山陰海岸ジオパーク「京丹後市情報センター」にジオパーク専門ガイドの常駐。 ○ ○ ○

観光振興課 ガイド養成講座 専門的知識を持つガイド養成講座を開催する。 ○ ○ ○

観光振興課
ジオパーク
推進協議会

山陰海岸ユネスコ世界ジオ
パーク普及啓発

パンフレット・ホームページ・フェイスブック等で広報 ○ ○ ○

教育総務課 各小学校 大地の学習
市内全小学校の6年生が、郷村断層、鳴き砂文化館、間人の柱状節理等を現地
で見学し、地元の歴史や地形について学び、地域に誇りをもつきっかけとする

○ ○ ○

生涯学習課 高齢者大学
美しい自然資源を次の世代へ伝えることについて考えるため、鳥取県、兵庫県を
含むエリア内の施設見学、、自然散策などの野外学習のほか、山陰海岸ジオ
パークや丹後震災、防災に関する講演会の実施。

○ ○ ○

生涯学習課
公民館講座「ジオ・山野草
ウォーキング」

丹後町袖志、網野町掛津、久美浜町箱石などを歩きながら、山陰海岸ジオパー
クについて学び、海浜植物、海洋汚染等について考える。成人対象。

○ ○

生涯学習課
公民館講座「たんごふるさと
探検隊」：

地域の海浜、河川、山などの自然環境について、体験活動を通して見つめ、自
然を守り育てることについて考える。小学生対象。

○ ○

生涯学習課
公民館講座「夏休み子ども体
験教室in山陰海岸ジオパー
ク」

地元の自然について興味や関心を持ち愛着の心を育む。元年度は久美浜カヌー
競技場での「カヌー体験」、弥栄町野間から丹後町宇川までの約13キロを山野草
などについて学びながら歩く「チャレンジウォーク」を実施。小学生対象。

○ ○ ○

観光振興課
ＮＰＯ法人まちづ
くりサポートセン

ター

「京丹後 山陰海岸ジオパー
クジオと長寿の京丹後を歩こ
う！！」ガイドウォーク

毎月、ガイドウォークツアーを実施。 ○ ○ ○

観光振興課 観光公社 観光コンテンツ開発

・インバウンド及び国内観光客向け京丹後のコンテンツ（体験、観光ルート）を開
発する。
・NPO法人まちづくりサポートセンターと観光公社が連携し、山陰海岸ジオパーク
エリアを歩くツアー「京丹後縦断トレイル」を企画し、神姫バスツアーズ（兵庫県姫
路市）が採用。（令和2年4月から月に1行程ずつ、全8回の実施を予定していた
が、コロナ禍において延期となった。）
・弥栄町野間エリアの自然、文化、暮らしを巡るe-Bikeによるサイクリングツアー
を造成。

○ ○

戦略プロジェクト
R2 R3 R4

アクションプラン（事業、取り組み）

業者 団体

市民・関係者へのジオパーク、自然環
境保全の普及啓発活動

○

事業名 H30
H31
R1

◎ ◎

17 ◎ ○ ◎

取組主体

市関係課 関係団体基本戦略

実施年度

市民 行政 事業概要

①「ユネスコ世界認
定」を受けた「山陰海
岸ジオパーク」の資
源を守り、積極的に
活用します

18
「ジオ」を活用した商品やツアーの開
発、イベント実施

◎

4
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19
観光事業者、農漁業者等の連携によ
る、「ジオ」を活用した体験プログラムの
提供

◎ ○ ○ 観光振興課 観光公社 ほんまもん体験推進事業

市内の宿泊施設、観光関連団体の関係者が市内各地で実施されている体験プ
ログラムの現場を訪れ、それらのプログラムを実際に体験し、その価値や魅力を
観光誘客につなげるファムツアーを実施する。今後は、観光公社のツアー造成
の中で取り組む。
・夕日ヶ浦観光協会（誘客推進委員会）と観光公社が連携し、夕日ヶ浦エリアに
おける新たな体験コンテンツとして「ナイトSUP」と「e-Bikeガイドツアー」を開発。

○ ○ ○

5
食に関する共通宿泊プランや旅行商品
づくり

◎ ○ ○ 観光振興課 実践会議
京丹後“旬の逸品”お宿プラ
ン

地元で獲れた水産物を使った旬の逸品料理をお客様に提供し、「食」と「宿泊」の
魅力向上を図る宿泊キャンペーンを実施する。（Ｈ30.3.1～R1.6.30）

○ ○

観光振興課 観光公社
こまねこまつり まち歩きツ
アー

「ねこ」と「丹後ちりめん」をキーワードに、京丹後市峰山町の街歩きを楽しむ「こ
まねこまつり」に合わせ、地元ガイドと楽しむ街歩きツアーを実施。

○

観光振興課 観光公社
丹後ちりめん活用した見学・
体験等コンテンツ開発

・英国船籍のクルーズ船オプショナルツアー客を田勇機業ちりめん工房に誘致。
丹後ちりめんを活用したコンテンツ開発・商品開発を実施。
・与謝野町観光協会と観光公社が、与謝野町と京丹後市の織物職人を訪ねる1
泊2日のプレミアムツアー「シーラ・クリフと巡る丹後ちりめん工房」を企画し、令
和2年10月25、26日に実施。（神奈川県や愛知県などから女性10名が参加し
た。）
・令和2年12月5日、市国際交流協会と観光公社のコラボ企画として、「The
Quest for Silk -Tango Chirimen-丹後ちりめん探究ツアー」を網野町内で開催。
（アメリカやイギリス出身の京丹後在住外国人男女10人が参加した。）

○ ○

観光振興課
京都府

オーシャンロー
ド推進協議会

京都オーシャンロード～間人
皇后と丹後王国ものがたり～

古代ロマンあふれる丹後を「電動アシスト自転車」でめぐるツアーの実施。 ○

文化財保護課 網野銚子山古墳整備事業
網野銚子山古墳の整備に必要な情報を得るための発掘調査を実施したほか、
整備工事を一部着手した。発掘調査現場は、調査途中に現地説明会を開催し、
成果の公表と活用をはかった。

○ ○ ○

生涯学習課

京都：Re-
Search実行委

員会
（京都府）

アーティスト・イン・レジデンス
事業（京丹後）

平成30年度に市外若手アーティスト5名が京丹後市内の資源を活用したアートの
リサーチを実施。令和元年度及び2年度に峰山町吉村機業㈱旧織物工場などを
会場として創作したアート作品の展示会及び展示を見学する市外からのツアー
を実施。

○ ○ ○

観光振興課 観光公社
体験ガイドブック「わくわく京丹後へＧ

Ｏ！」

観光公社ホームページ

体験ガイドブックと観光公社ホームページ・SNSで観光体験メニューのＰＲを実
施。

○

22
京丹後七姫伝説や浦島太郎伝説、鬼退
治伝説など、伝説や伝承の活用

◎ ◎ ○ ◎
丹後王国

食のみやこ
「丹後七姫劇団」ＰＲ事業

丹後に伝わる七姫伝説をモチーフに、歌や踊り、太鼓、芝居で丹後エリアをＰＲし
ている。（平成30年度　公演3回、イベント出演22回）

○ ○

観光振興課 実践会議
・宿泊事業者向け体験型観
光ファムツアー
・企画列車モニターツアー

・宿泊客に京丹後での過ごし方を直接案内する宿泊事業者等が地域の資源へ
の理解を深め、自信を持って京丹後の魅力を提案できるように体験ツアーを実
施。
・当地域のローカル鉄道（丹後鉄道）を観光コンテンツの一つとし、新たな着地型
商品の造成。

○

観光振興課
観光公社

海の京都ＤＭＯ
観光コンテンツ開発

食、温泉、体験、宿泊などをセットにしたルート造成は検討を重ねている。久美浜
牡蠣の日帰り食べ放題プランを観光公社と牡蠣小屋が開発し、WEB広告でＰＲを
実施。

○ ○ ○

④「丹後王国」などの
歴史や遺跡、ふるさ
との伝説を観光へ活
用します

◎ ○20
織物業や機械金属業などを活用した、
見学、体験、まち歩き、食を組み合せた
ツアーなどの提供

◎

◎ ○ ◎

◎ ○

②海、山、里の地域
資源を活かした四季
折々の“ほんまもん
体験”を提供します

⑤「海の京都観光圏
整備計画」を踏まえ
た「滞在型の観光地」
をつくります

食、温泉、体験、宿泊などをセットにした
ルートづくり

23 ○

③日本遺産「丹後ちり
めん回廊」の織物業や
「ハイテクランド」を構成
する機械金属業など地
域の特色ある産業を活
かした「産業観光」を展
開します

21
歴史や文化、遺跡、祭りなど文化財の
活用

○

5
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生涯学習課
観光振興課

海の京都ＤＭＯ
観光公社

ＷＭＧ実行委員会

ﾜｰﾙﾄﾞﾏｽﾀｰｽﾞｹﾞｰﾑｽﾞ2021関
西　「観光・文化プログラム」
の商品化

大会実施計画の中で「観光・文化プログラム」を企画。令和4年度に実施する大
会参加者へ販売するとともに、大会終了後も活用を図る。

○ ○

観光振興課 観光公社
企画・販売事業（ヘルスツー
リズム）

100歳人生を支える郷土食と長寿健康法が体験できるプログラム「百寿人生のレ
シピ」を開発（令和2年12月21日付ヘルスツーリズム認証取得）。

○ ○

24
自然、街並みなど景観の保全・形成とま
ち歩き・さと歩き観光の推進

○ ◎ ○ ◎ 観光振興課
実践会議
観光公社

サイクリング、街歩きの魅力
発信

レンタサイクルの利用促進等、地域の魅力発信に繫げる。
木製サイクリングスタンド、レンタサイクル啓発スタンド看板（久美浜駅前）等設
置。

○ ○ ○

25
「海の京都」京丹後市マスタープランに基づく
「戦略拠点」（久美浜・夕日ヶ浦）、「交流地区」
（久美浜・網野・丹後）の魅力向上

◎ ◎ ○ ◎ 観光振興課
海の京都DMO

観光公社
「戦略拠点」「交流拠点」の魅
力向上

夕日ヶ浦観光協会（誘客推進委員会）への継続的な伴走支援、掛津地区への訪
日教育旅行受入支援等。

○ ○ ○

○◎

⑤「海の京都観光圏
整備計画」を踏まえ
た「滞在型の観光地」
をつくります

食、温泉、体験、宿泊などをセットにした
ルートづくり

23 ○

6
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＜基本方針３＞　 最優先＝赤　　優先＝オレンジ

観光振興課
海の京都ＤＭＯ

豊岡ＤＭＯ
シンガポール宿泊誘致・観光
ＰＲ事業

海の京都ＤＭＯと豊岡ＤＭＯと連携し、市内宿泊事業者とともにシンガポールで
開催された旅行博「ＮＡＴＡＳ」に出展することで、個人旅行者向けのＰＲを実施。

○

観光振興課 観光公社
海外誘客主要ターゲット国選
定

海外誘客主要ターゲット国に、欧米豪：「アメリカ」「フランス」「オーストラリア」「イ
ギリス」、アジア：「台湾」「香港」「タイ」「シンガポール」を選定し、インバウンド対
策（WEB・マーケティング事業）を展開。

○ ○

観光振興課 観光公社
在日外国人向け認知拡大
WEB広告配信事業

コロナ禍で外国人旅行者が見込めない中、海外誘客主要ターゲット国出身で、
京阪神エリアに在住の観光に興味を持っている外国人約600人をターゲットに、
京丹後市及び観光公社の海外向けWEBサイト「Visit Kyotango」の認知度向上を
目的に、WEB広告を配信。（海外誘客主要ターゲット国の京阪神エリア在住外国
人約153,000人）

○

観光振興課
海の京都ＤＭＯ

豊岡ＤＭＯ
シンガポール宿泊誘致・観光
ＰＲ事業（再）

海の京都ＤＭＯと豊岡ＤＭＯと連携し、市内宿泊事業者とともにシンガポールで
開催された旅行博「ＮＡＴＡＳ」に出展することで、個人旅行者向けのＰＲを実施。

○

観光振興課
海の京都ＤＭＯ

観光公社
海外プロモーション

・台湾旅行博Touch the japan出展・タイＴＩＴＦ旅行博出展
・京都府インバウンド商談会に民間事業者と参加。

○ ○

観光振興課 観光公社 WEB・マーケティング事業
SNS（Facebook・Instagram）を活用した観光情報発信力の強化に加え、拡散性、
ターゲティング精度の高さを活かしたFacebook広告の配信等、WEB広報媒体の
特性を活かした戦略的なWEBの運用。

○

観光振興課 観光公社 観光誘客促進事業 京都丹後鉄道「網野駅」及び「夕日ヶ浦木津温泉駅」にコインロッカーを設置。 ○

商工振興課 観光誘客促進事業
市内宿泊事業者等が行うサインやパンフレットの多言語化等に対し、経費の一
部を支援する補助制度の実施。

○ ○

観光振興課 観光公社 英語翻訳ｻｰﾋﾞｽ事業
観光事業者等が行う観光施設等における多言語化を図るため、公社所属の国
際交流員（CIR）による英語ネイティブ翻訳サービスを実施。

○

観光振興課 観光公社 オンライン英会話教室事業 観光公社所属の国際交流員（CIR）によるオンライン英会話教室を開講。 ○

○ ○

◎ ○

取組主体

◎

外国人旅行客、宿泊客等の誘致を強化します
実施年度

業者 団体 市民 行政 事業名 事業概要 H30
H31
R1

R2 R3 R4
市関係課 関係団体

アクションプラン（事業、取り組み）

アジア圏（台湾、タイ、シンガポール等）
及び欧州等を主ターゲットとした誘致活
動

◎

③外国人旅行客を受
け入れる態勢整備や
観光関連事業者の機
運醸成を推進します

基本戦略 戦略プロジェクト

○

①ターゲットを明確に
し、外国人旅行客のさ
らなる誘致に取り組み
ます

26

②海の京都ＤＭＯ、
豊岡ＤＭＯなど広域
連携によるインバウ
ンドの取組を強化し
ます

27
海の京都ＤＭＯや豊岡ＤＭＯと連携した
各種プロモーション、誘致活動

○

28
宿泊施設、観光施設などでの多言語表
示、Wi-Fi、免税店等の受入環境整備

◎

7
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観光振興課 観光公社 インバウンド特化事業
夕日ヶ浦観光協会（誘客推進委員会）の活動に観光公社が支援を実施。観光公
社の海外向けホームページ「VisitKyotango」の宿泊予約サイトに約30施設が登
録し、受入機運は醸成されつつある。

○ ○ ○

観光振興課 観光公社 インターンシップ受入事業
京都外国語大学との連携協定「京丹後プログラム」に基づく、ラーニング型イン
ターンシップの受入を実施。

○ ○

観光振興課 観光公社 顧客満足度向上事業
インナープロモーション事業の一環として、市内宿泊施設を対象に、覆面調査及
び京都市内ホテルとのマッチングを進める。

○

観光振興課 商工会

『世界標準でおもてなし　食の多
様化セミナー＆個別相談～ベジ
タリアン・ヴィーガン・ハラール等
～』

10月に市内の観光事業者及び飲食店等30名にセミナーと宿泊施設の個別相談
を実施。マレーシアから講師を招聘し現地でのニーズも把握。（京都府後援）

○

観光振興課
観光公社

国際交流協会
インバウンド特化事業（ハ
ラール対応食普及促進）

京丹後を訪れるムスリム旅行客が増加傾向にある中で、市国際交流協会及び
市教育委員会との共催により、公社会員を対象にした「ハラール料理試食会」を
開催予定。安心して京丹後の食を楽しんでいただくための、ハラールの調理法の
紹介と試食会。

○

観光振興課
障害者福祉課

京丹後宿お
かみさんの

会
手話教室の実施 高齢の方・障害のある方などをお迎えするための接遇向上。 ○ ○

観光振興課
障害者福祉課

京丹後宿お
かみさんの

会
福祉作業所

ちりめんの活用による小物製
作

良好商品の造成・普及。ちりめん再利用による製品開発。 ○ ○

障害者福祉課
農業振興課

障害者利用設備の整備
障害者のための多機能トイレの整備、情報提供。車椅子使用者、オストメイト、
子ども連れなどの多様な利用者に使いやすいトイレの整備。（久美浜ＳＡＮＫＡＩＫ
ＡＮのトイレ整備　Ｒ１年度繰越→Ｒ２年度完了）

○ ○

観光振興課 観光公社 ガラシャファムツアー 令和元年2月、大手旅行会社のファムツアーを実施（予定）。 ○

観光振興課 観光公社 教育旅行コンテンツの充実
教育旅行における体験学習等（SUP・シーカヤック・梨狩り・貝殻クラフト・狛猫絵
付け体験等）を手配。

○

33
「分宿」など、“民泊ニーズ”に対応する
民宿での受入態勢の整備

◎ ○ ○ 観光振興課
京都府

観光公社
掛津地区

教育旅行の受入

・京都府のインバウンド推進事業の一環で、掛津地区での教育旅行受入を実
施。（2015年から実施）
・台湾教育関係者（校長等）の招聘に向けて、当該招聘者に対し視察ツアー（ファ
ムトリップ）を実施。

○ ○

32
“ほんまもん体験”を活かした教育旅行
の誘致活動

◎ ◎ ○

29
地域全体での受入機運醸成や外国人
旅行者対応等へのスキルアップ

◎ ◎ ○ ◎

○ ○

◎ ◎

30
“民泊サービス（住宅宿泊事業）”、“泊
食分離”など、外国人旅行者のニーズに
対応した宿泊、食事の提供

◎

③外国人旅行客を受
け入れる態勢整備や
観光関連事業者の機
運醸成を推進します

④教育旅行の受け入
れを積極的に行いま
す

31
あらゆる旅行客を受け入れる「ユニバー
サルツーリズム」の導入

◎
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   　第３次京丹後市観光振興計画
  　 ① 「戦略プロジェクト実施調書」

34
宿泊施設、温泉施設の環境整備、魅力
向上と発信強化

◎ ○ ○ 観光振興課
市内所在の

法人等
観光インフラ整備等促進事業
費補助金

本市の美しい自然や景観、温泉等豊かな資源を活かした魅力ある観光地づくり
を推進すため、温泉源、温泉施設等を整備する事業に対し補助金を交付する。

○ ○ ○

観光振興課 実践会議
・宿泊事業者向け体験型観
光ファムツアー
・企画列車モニターツアー

・宿泊客に京丹後での過ごし方を直接案内する宿泊事業者等が地域の資源へ
の理解を深め、自信を持って京丹後の魅力を提案できるように体験ツアーを実
施。
・当地域のローカル鉄道（丹後鉄道）を観光コンテンツの一つとし、新たな着地型
商品の造成。

○ ○

観光振興課 観光公社
海の京都ＤＭＯ

観光コンテンツ開発
食、温泉、体験、宿泊などをセットにしたルート造成は検討を重ねている。久美浜
牡蠣の日帰り食べ放題プランを観光公社と牡蠣小屋が開発し、WEB広告でＰＲを
実施。

○ ○ ○

生涯学習課
観光振興課

観光公社
海の京都ＤＭＯ
ＷＭＧ実行委

員会

ﾜｰﾙﾄﾞﾏｽﾀｰｽﾞｹﾞｰﾑｽﾞ2021関西
「観光・文化プログラム」の商品
化

大会実施計画の中で「観光・文化プログラム」の企画。令和4年度に実施する大
会参加者へ販売するとともに、大会終了後も活用を図る。

○ ○

観光振興課 観光公社
企画・販売事業（ヘルスツー
リズム）

100歳人生を支える郷土食と長寿健康法が体験できるプログラム「百寿人生のレ
シピ」を開発（令和2年12月21日付ヘルスツーリズム認証取得）。

○ ○

⑤ゆっくり滞在できる
宿泊、温泉の魅力向
上を図ります

○23 ◎
食、温泉、体験、宿泊などをセットにした
ルートづくり（再掲）

○
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   　第３次京丹後市観光振興計画
  　 ① 「戦略プロジェクト実施調書」

＜基本方針４＞　 最優先＝赤　　優先＝オレンジ

生涯学習課
市体育協会
（久美浜カ

ヌークラブ）等

オリンピック・パラリンピックホ
ストタウン推進事業

・2021年8月開催の東京2020オリンピックカヌースプリント競技に向けたスペイン
及びポルトガルチームの事前合宿の受入及び交流等の実施。
・ホストタウン登録を行っているう韓国、オーストラリア、スペイン、ポルトガルとの
交流の実施。

○ ○ ○

生涯学習課 市体育協会等 ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ聖火ﾘﾚｰ事業 東京五輪聖火リレーを実施し、地域振興や地域活性化に繋げる。 ○ ○

生涯学習課 観光公社 直前合宿受入 スペイン及びポルトガルのカヌー選手団の直前合宿を受入れ。 ○ ○

生涯学習課

ﾜｰﾙﾄﾞﾏｽﾀｰｽﾞ
ｹﾞｰﾑｽﾞ2021

関西京丹後市
実行委員会

ﾜｰﾙﾄﾞﾏｽﾀｰｽﾞｹﾞｰﾑｽﾞ2021関
西

令和3年5月14日から関西一円を舞台に開催される大会のカヌー競技（マラソン・
SUP・ドラゴンボート）を京丹後市で実施。国内外から約1100名の選手の参加を
見込み、観光振興及びインバウンドにつなげる。

○ ○ ○

生涯学習課
観光振興課

観光公社 企画・販売事業 ＷＭＧの参加者（日本人を含む）に向けた体験コンテンツの開発。 ○ ○

生涯学習課
各実行委員
会、市体育

協会等

丹後半島ラリー（4.5月）
サンセットビーチフェス（6月）
ＳＵＰＡ西日本選手権大会（7月）
ドラゴンカヌー選手権大会（8月）
丹後100kmウルトラマラソン（9
月）
あみの八丁浜ロードレース（10
月）
丹後大学駅伝（11月）
久美浜湾一周駅伝大会（11月）

地域特性を活かしたスポーツ大会等を通じて、京丹後の魅力や山陰海岸ジオ
パークを全国に発信するとともに、内外の交流促進とスポーツ・観光振興に資す
る。
（サンセットビーチフェスは、Ｈ３０年まで開催）

※令和2年度から観光振興課へ所管異動（丹後半島ラリー）

○ ○ ○

生涯学習課 観光公社 宿泊斡旋事業

市主催のスポーツイベント等における市観光公社を通じた宿泊・観光情報の提
供・斡旋の実施。（ポスター、HP等に掲載）
（ウルトラマラソン、ドラゴンカヌー、ワールドマスターズゲームズ2021関西プレ大
会）

○ ○

観光振興課
観光業等活性化推進事業補
助金

町の活性化及び交流人口の拡大に寄与する各種大会等（スポーツ大会、イベン
ト等）を主催する団体に対し補助金を交付する。

○ ○ ○

①２０２０年東京オリ
ンピック・パラリンピッ
クの「ホストタウン」、
「ワールドマスターズ
ゲームズ２０２１関
西」等を通じた文化
交流や地域経済の活
性化に取り組みます

36
「ワールドマスターズゲームズ２０２１関
西」その他スポーツイベント等の実施

○ ◎

○
２０２０年東京オリンピック・パラリンピックに向け
たカヌー競技の環境整備、相手国との交流事業
等「ホストタウン」の取組

基本戦略 戦略プロジェクト

取組主体

“ジオ・スポーツ”や“ジオ・アクティビティ”で観光交流人口の拡大を目指します

○ ○ ◎35

実施年度

業者 団体 市民 行政 事業名 事業概要 H30
H31
R1

R2 R3 R4
市関係課 関係団体

アクションプラン（事業、取り組み）

37

ビーチスポーツ（ビーチバレーなど）、ウ
ルトラマラソン、ＴＡＮＴＡＮロングライドな
ど、“春・秋”を中心としたスポーツイベン
トの誘致・支援

○ ◎ ◎

②ジオパークなど豊
かな自然や地域特性
を活かし、“春・秋”を
中心としたスポーツイ
ベントの誘致・支援を
行います
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   　第３次京丹後市観光振興計画
  　 ① 「戦略プロジェクト実施調書」

生涯学習課
市体育協

会、北丹陸
上競技協会

峰山途中ヶ丘公園陸上競技
場リニューアル事業

峰山途中ヶ丘公園陸上競技場を、日本陸上競技連盟第3種公認陸上競技場とし
て整備。大会誘致、合宿誘致などに取り組み、スポーツ振興及び交流人口の拡
大等、地域活性化につなげる。令和２年１０月1日供用開始。

○ ○ ○

生涯学習課
市体育協会
（久美浜カ
ヌークラブ）

久美浜カヌーセンター(仮称)
整備

全国規模のカヌー大会やカヌー合宿、カヌー体験等を通じた修学旅行の誘致、
各種カヌー体験やドラゴンカヌー体験への活用のため、久美浜湾カヌー競技場
内に、カヌーセンター（仮称）を整備する。令和2年度末完成予定。

○ ○

観光振興課
アプリ「わくわく京丹後へＧ
Ｏ！」

スマートフォン用観光アプリ「わくわく京丹後へGO！」は、市内の観光施設や体
験等の情報を掲載。

○ ○ ○

観光振興課 観光公社
体験ガイドブック「わくわく京
丹後へＧＯ！」
観光公社ホームページ

体験ガイドブックと観光公社ホームページ・SNSでＰＲを実施。 ○ ○ ○

生涯学習課
市体育協会
（久美浜カ
ヌークラブ）

久美浜湾カヌーセンター整備
全国規模のカヌー大会やカヌー合宿、カヌー体験等を通じた修学旅行の誘致、
各種カヌー体験やドラゴンカヌー体験への活用のため、久美浜湾カヌー競技場
内に、久美浜湾カヌーセンターを整備する。令和2年度末完成予定。

○ ○

40
安全・快適な海水浴の環境づくり等によ
る誘客促進

○ ◎ ◎ 観光振興課
日本一の砂浜
海岸づくり実行

推進会議
ビーチ一斉クリーン作戦

　山陰海岸ユネスコ世界ジオパークを構成する京丹後の美しい砂浜海岸を保全
し、一年を通じてにぎわう日本一の砂浜海岸づくりを推進するため、６月に「ビー
チ一斉クリーン作戦」としてボランティアを募り、海岸清掃を実施。

○ ○

19
観光事業者、農漁業者等の連携によ
る、「ジオ」を活用した体験プログラムの
提供

◎ ○ ○ 観光振興課 観光公社 ほんまもん体験推進事業

市内の宿泊施設、観光関連団体の関係者が市内各地で実施されている体験プ
ログラムの現場を訪れ、それらのプログラムを実際に体験し、その価値や魅力を
観光誘客につなげるファムツアーを実施する。今後は、観光公社のツアー造成
の中で取り組む。

○ ○ ○

政策企画課 各スポーツイベント
ドラゴンカヌー選手権大会、丹後100㎞ウルトラマラソン、丹後大学駅伝、久美浜
湾一周駅伝、丹後半島駅伝などのスポーツイベントを開催するうえで必要な運営
スタッフとして、職員を動員した。

○ ○ ○

生涯学習課

市体育協会、ﾄﾞﾗｺﾞﾝ
ｶﾇｰ実行委員会、

WMG2021関西京丹
後市実行委員会、

日本ｶﾇｰ連盟

ﾜｰﾙﾄﾞﾏｽﾀｰｽﾞｹﾞｰﾑｽﾞ2021関
西における体制基盤整備

ﾜｰﾙﾄﾞﾏｽﾀｰｽﾞｹﾞｰﾑｽﾞ2021関西において開催が決定しているカヌーマラソン競技
に対応するため、関係団体や市民参画を含む大会運営体制の基盤づくりと機運
の醸成に取り組む。

○ ○ ○

観光振興課 観光公社 宿泊斡旋事業 ウルトラマラソンにおける宿泊斡旋。 ○

④スポーツイベントの
運営を地域で支える
体制や経済波及効果
による持続可能型の
運営の構築に取り組
みます

41
スポーツイベントの支援・運営体制の構
築

○ ○ ○ ◎

③ジオパークの魅力
を活かした「ジオ・ス
ポーツ」や「ジオ・アク
ティビティ」の場や機
会を提供します

◎

39
「ジオ」を活かしたカヌー、ＳＵＰ、釣り、漁体験、
ダイビング、トレッキング、サイクリングなど、ス
ポーツやアクティビティ環境の提供

◎ ◎ ○

38
スポーツ施設等の必要な整備・管理とス
ポーツイベント、合宿等への活用

○ ○

②ジオパークなど豊
かな自然や地域特性
を活かし、“春・秋”を
中心としたスポーツイ
ベントの誘致・支援を
行います
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   　第３次京丹後市観光振興計画
  　 ① 「戦略プロジェクト実施調書」

＜基本方針5＞　 最優先＝赤　　優先＝オレンジ

42
マーケティング調査（全宿統一アンケー
ト実施など）によるターゲット戦略の策定

○ ◎ ◎ 観光振興課 観光公社 ＷＥＢ・マーケティング事業
ＷＥＢマーケティング会議を開催し、サイトへの来訪者数、予約件数の増加を目
指し、ＰＤＣＡサイクルを回して結果に拘った取組みを実施。（ＷＥＢ広告、ＷＥＢ
戦略、改善会議）

○ ○ ○

観光振興課 観光公社 ＷＥＢ・マーケティング事業
上記マーケティング調査と、その結果を活用して当市で売りにするターゲットの選
定作業を進めている。R1/2頃決定を予定している。

○

観光振興課
海の京都

ＤＭＯ
観光公社

海の京都ＤＭＯ自走式デジタ
ルマーケティング調査事業

ロイヤルカスタマー（お得意様）の獲得・増加を図るため、海の京都旅行者情報
（旅行の楽しみや楽しんだ観光スポット・体験等）を収集する「ＱＲコード読み取り
式のスマホ・アンケート調査」の実施。

○

海の京都
ＤＭＯ

情報発信・プロモーション事
業

「海の京都」の内外への情報発信及び観光客誘致
・ＷＥＢ情報発信・ＳＮＳ情報発信・α-station情報発信・戦略的メディアプロモー
ション
・北近畿観光素材説明会及び現地視察　等々

○ ○

観光振興課 観光公社 広域連携事業（情報発信）

与謝野町観光協会との連携事業（広域周遊観光）。プレジデント社　シーラ・クリ
フ氏（着物研究家・イギリス人）やカジュアル着物情報誌「七緒」と連携し、ファッ
ション素材としての丹後ちりめんの価値を国内女性ミドル層や欧米インバウンド
をターゲットに発信。

○ ○

45
パンフレット、紙媒体での情報発信の効
果的な整備と活用

○ ◎ ◎ 観光振興課 観光公社 広域誘客推進事業
観光パンフレット及び体験ガイドブック「わくわく京丹後へＧＯ！」並びに観光マッ
プを増刷した。
・パンフレットやチラシ、観光雑誌等の紙媒体からWebサイトへの誘導を図る。

○ ○ ○

46
ウェブサイト、ＳＮＳなどＩＣＴを活用した
効果的な情報発信、ＰＲ

◎ ◎ ○ ◎ 観光振興課 観光公社
ホームページリニューアル事
業

国内向けホームページをリニューアルし、写真や動画を豊富に掲載することで、
視覚に訴えて効果的に発信できるホームページを作成。同時に、外国語ホーム
ページを新設した。

○ ○

47
交通アクセス、情報化の進展などを踏ま
えた、市内での観光案内機能の整備

○ ◎ ○ ◎ 観光振興課 観光公社 デジタルサイネージ設置事業 観光客への情報提供のため、網野駅構内にデジタルサイネージを設置した。 ○ ○ ○

◎ ◎ ◎ ◎ 観光振興課 観光大使
市観光大使の太川陽介氏が京丹後産品をＰＲする動画（3本）作成
都市部（関西圏又は首都圏）で開催される食イベント等において、市観光大使の
太川陽介氏（タレント）が京丹後産品をPRする。

○ ○

◎ ◎ ◎ ◎ 観光振興課 観光公社 明智光秀 AI 協議会

大河ドラマ「麒麟がくる」放映にあわせ、明智光秀ゆかりの14 の自治体 と民間会
社（LINE ㈱・㈱サイシード）で 組織された「明智光秀 AI 協議会」に観光公社が参
画 。 無料通信アプリ LINE で味土野の細川ガラシャ隠棲の地をはじめ 、 京丹
後市の観光名所を配信 。

○ ○

43
国内重要ターゲットを設定し、ターゲット
への適確な手法でのアプローチ

○ ◎ ◎

H31
R1

市民 行政

実施年度

業者 団体 H30
市関係課 関係団体

取組主体

48
観光大使の活用、ＳＮＳ情報大使の創
設、フィルムコミッション活動など効果的
な発信の工夫

徹底したマーケティング手法で戦略的に観光情報を発信します

③効果的な情報発信
ツールを選択し、戦
略的な情報発信を行
います

事業名

①マーケティング調
査による現状分析や
実態把握などに基づ
き、テーマ、ターゲッ
トを絞った情報発信
を行います

②海の京都ＤＭＯや
豊岡ＤＭＯなど、広域
連携によるメリットを
活かした情報発信を
行います

基本戦略 戦略プロジェクト
R2 R3 R4

アクションプラン（事業、取り組み）

事業概要

44
広域連携によるマスメディアの活用等、
効果的な情報発信やプロモーションの
実施

◎ ◎
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   　第３次京丹後市観光振興計画
  　 ① 「戦略プロジェクト実施調書」

＜基本方針６＞　 最優先＝赤　　優先＝オレンジ

49
海の京都ＤＭＯによる、京都府及び北
部７市町が一体となった「海の京都観光
圏」の取組推進

○ ◎ ◎ 観光振興課 海の京都ＤＭＯへの参画
地域の総力を結集して観光まちづくりを効果的かつ強力に推進するため、「海の
京都ＤＭＯ」を設立し、北部5市2町を圏域とする海の京都観光圏地域の観光・交
流・集客等に関する事業を一元的・統合的に実施・推進

○ ○ ○

50
豊岡ＤＭＯその他広域観光団体との連
携

○ ◎ ◎ 観光振興課 豊岡ＤＭＯへの参画

豊岡市が中心となり地域企業等と連携して設立した「豊岡ＤＭＯ」に連携団体とし
て参画。メーンのターゲットは城崎温泉に宿泊する外国人観光客で、本市の魅力
的な観光資源の情報を提供し、本市エリアを含む旅行商品化、周遊の仕組みづ
くり、名物開発など広域連携による観光誘客の推進を図る

○ ○ ○

観光振興課 観光公社 組織体制の強化
令和元年6月、観光公社を設立して、市職員派遣による組織強化、ゼロベースで
の事業の見直しを行い、旧観光協会を立て直すことでより官民一体で観光推進
ができる体制を構築した。

○ ○ ○

観光振興課 観光公社

宿泊施設における新型コロナ
ウイルス感染症感染拡大予
防ガイドライン（標準的対策）
策定

本市を訪れる宿泊客が少しでも安心して滞在できる環境づくりに取り組むため、
市内の旅館業等宿泊施設において定める基準として、国の指針を基本とした「宿
泊施設における新型コロナウイルス感染症感染拡大予防ガイドライン（標準的対
策）」を策定した。
・第１版：令和2年6月19日策定　・第２版：令和2年11月1日改訂

○

52
市観光協会及び支部、地域における効
果的な観光まちづくり・観光イベント等の
実施

○ ◎ ○ ○ 観光振興課 観光公社 観光イベント等
観光公社支部が地域イベントをサポート。地域振興から脱却した観光誘客に繋
がる効果的なイベントの実施を模索する。

○ ○ ○

海の京都
ＤＭＯ

観光地域づくり・人財育成等
関係事業

「住んでよし、訪れてよし」の高付加価値を有するブランド観光地づくりに向け、地
域住民等と連携した観光誘客・おもてなし・人材育成の向上を図る。
・海の京都インバウンドセミナー・観光ガイド育成事業　等々

○ ○

観光振興課 観光公社 インナープロモーション事業

・令和元年9月30日、観光公社の活動内容紹介や観光地域づくりに関する講演
を内容とした「観光まちづくりセミナー」の開催。有識者による基調講演等を通じ、
問題意識を共有し、その解決策を検討。
・会員向けLINEアカウントによる有益情報の配信、ニュースレターの発行。

○ ○

商工振興課
地域雇用促
進協議会

地域雇用活性化推進事業
ICT、IoT、AI、自動ロボット等を活用し人材不足下での業務効率化の向上やそれ
らを活用した業務モデルの普及による創業や雇用を創出する。

○ ○

商工振興課 観光公社
厚生労働省地域雇用活性化
推進事業

「ICT、Iot利活用セミナー」の開催、（令和元年度は3回開催）※2.3回目は新型コ
ロナウイルス感染症の影響により中止）

○

観光振興課
商工振興課

観光公社 人手不足対策事業

・顕在化する人手不足の喫緊の課題に対応するため、ハローワーク峰山との連
携を強化し、「特設相談窓口の開設」や「求人・求職のマッチング」などの支援を
行う。
・民間会社（㈱おてつたび）と観光公社が連携し、「市民生活の安全、安心の確
保」と「観光立市と安全、安心な観光地づくり」の両立を発展的、安定的に実現し
ながら、宿泊施設の深刻な人手不足解消を進める。

○

②市観光協会を中心
とした地域の観光推
進体制の整備と関係
団体等との連携を強
化します

51
市観光協会を中心に、行政、観光事業
者と連携した観光推進体制の確立と業
界の一体化

◎ ◎ ○ ◎

③観光活動の原動力
となる人材の育成と
確保を行います

実施年度

事業概要 H30
H31
R1

R2 R3 R4事業名

①海の京都ＤＭＯや
豊岡ＤＭＯなど関係
府県市町等との広域
的な取組と連携を強
化します

アクションプラン（事業、取り組み）

基本戦略 戦略プロジェクト

53 観光関係者の意識向上とスキルアップ ◎ ◎ ○

54
U・Ｉターン促進、雇用環境や雇用条件整
備等による人材確保の取組とＡＩ（人工
知能）活用の検討

◎ ◎ ○ ◎

業者

取組主体

市関係課 関係団体

地域総ぐるみの観光地づくりを推進します

団体 市民 行政
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   　第３次京丹後市観光振興計画
  　 ① 「戦略プロジェクト実施調書」

商工振興課
国際交流協会

観光公社
留学生インターンシップ事業

将来の就職先を検討するための就職活動の一環としてインターンシップが重要
性を増し、人手不足と呼ばれている中、外国人材の活用も視野に入れた取組み
を行う。

○ ○

商工振興課 観光公社 留学生インターンシップ事業
空き家等を活用したシェアハウス（大学生や外国人留学生のアルバイトやイン
ターンシップの宿泊施設）の設置について検討。

○ ○

商工振興課
地域雇用促
進協議会

地域雇用活性化推進事業
パートタイムや契約社員として従事できる人材（女性、高齢者、障害者等）を雇用
できる体制づくりや外国人留学生など多様なニーズに対応した優秀な人材を雇
用できる体制づくりを目指す。

○ ○

56
民間企業の専門性、ノウハウの活用に
よる人材確保と人材育成の取組

◎ ◎ 観光振興課 観光公社 派遣事業

観光公社に大手旅行会社（JTB）社員を受け入れ、ヘルスツーリズム造成など、
専門性を活かした事業に取り組んでいる。また、内閣府の「地方創生人材支援制
度」を活用して、産業政策推進監として市に出向している民間人材（東京海上日
動火災保険㈱）を観光公社の非常勤の参与として迎え入れ、より一層の官民連
携による活動を推進。観光公社の立ち上げ、ＷＥＢマーケティング、市役所との
連携等の主要事業を担当。
・令和3年2月に、観光公社に大手航空会社社員（全日本空輸）を受入れ、航空
利用による誘客及びインバウンドなど、専門性を活かした事業に取り組む。

○ ○

観光振興課 観光公社 顧客満足度向上事業
インナープロモーション事業の一環として、市内宿泊施設を対象に、覆面調査及
び京都市内ホテルとのマッチングを進める。（再掲）

○

観光振興課
京丹後宿お
かみさんの

会
定例会

おかみさんの会では、毎月、定例会を開催し、会員間の情報交換や連携した宿
泊サービスなどを企画し、京丹後の魅力をPRするとともに、訪れる人へのおもて
なしの向上に努めている。

○ ○ ○

58
公的観光施設（道の駅、温泉、公園施
設など）の適切かつ効率的な維持管理
及び運営

○ ○ ◎ 観光振興課 各指定管理施設
体験滞在型観光推進事業・
各種施設管理運営事業

来訪者に良好な利用環境を提供し満足いただけるよう、道の駅・温泉施設・指定
管理施設・自然公園・海浜等の各施設の維持管理を行った。

○ ○ ○

59
環境変化等に伴う市有観光施設のあり
方（新規、見直しなど）の検討

◎ 観光振興課 指定管理施設 指定管理施設移譲 風蘭の移譲を実施し、民間による活用を行った。 ○

60
海岸沿いの高速道路をはじめとした交通アクセ
ス、サイン（多言語化含む）、駅周辺等の整備及
び災害時の安全確保と情報提供

○ ◎ ◎ 観光振興課 観光公社 観光サイン設置事業 誘導看板やジオサイトの解説看板に英語表記を併記するようにしている。 ○ ○

観光振興課 観光公社
２次観光交通の電動バイク・
カート

電動バイクや乗用カート、電動サイクルなどを活用した観光型Ｍａａｓ（モビリティ・
アズ・ア・サービス）の推進

○

観光振興課
振興局

観光公社
オーシャンロード事業

木製サイクルラックを店舗等に設置。サイクリングコース設定のため試走を実
施。R1以降は各事業者によりサイクルツアーの実施を検討。

○ ○

③観光活動の原動力
となる人材の育成と
確保を行います

◎ ◎ ○ ◎

⑥快適・安全・便利に
移動できる交通環境
やサイン整備を推進
します

⑤公的観光施設の適
切な管理・運営によ
り、良好な利用環境
を提供します

④“京丹後人気質”によ
る「おもてなし」の向上
を図ります

57
環境美化、丹後ちりめんの活用、「花
いっぱい作戦」など、観光業をはじめ市
全体における「おもてなし」の向上

◎ ◎ ◎ ◎

61
２次交通等移動、周遊手段（レンタカー、タ
クシー、レンタサイクル、公共交通空白地有
償運送など）の充実、活用

◎ ◎ ◎

55
繁忙期の人手不足を解消するための緊
急〈対策の検討・実施

14



最優先＝赤　　優先＝オレンジ

地域

○ ○

【観光公社】夕日ヶ浦観光協会（誘客推進委員会）の活動を継続的に支援。
令和2年度は、10月17日～11月1日に、「魔法のトキがここに　夕日ヶ浦　うみ×まち灯り」を共催し、
「浜詰夕日の丘」を中心に、ビーチや街なかのライトアップのほか、ナイトSUPやe-Bikeガイドツアー
等の新たな体験コンテンツ開発に向けた実証実験を行った。

○ ○

【観光公社】JR「城崎温泉駅」と京都丹後鉄道「天橋立駅」を乗り換えなしで結ぶ臨時快速列車「城
崎・天橋立ダイレクト」の夕日ヶ浦木津温泉駅への継続停車。
・令和元年度は、7月 13 日 から 9 月 28 日 までの 土日祝日限定運行。
・令和2年度は、8月22日から同年9月27日までの土日祝日限定運行。

○ 【商工会】リゾート感の演出として木製パラソル・ベンチ設置事業を支援した。

○ ○ 【商工会】観光地ＰＲを兼ねたコロナ感染防止対策用の消毒スプレー作成と宿泊客への配布

2  野村克也ベースボールギャラリー※の活用 ○ ○ ○
【商工振興課】丹後地域地場産業振興センター内に「野村克也ﾍﾞｰｽﾎﾞｰﾙｷﾞｬﾗﾘｰ」を開設した。令
和3年3月27日に故野村克也氏の一周忌メモリアル事業として特別展を開催予定

○ ○

【観光公社】丹後ちりめんを活用したコンテンツ開発・ツアー商品開発を実施。
・令和2年10月25・26日の両日、与謝野町と京丹後市の織物職人を訪ねるプレミアムツアー「シーラ
・ クリフと巡る丹後ちりめん工房」を実施。神奈川県や愛知県などから女性10名が参加。田勇機業
と引き染め職人・小林知久佐さんの2工房を見学。
・令和2年12月5日、市国際交流協会とのコラボ企画により、「The Quest for Silk -Tango Chirimen-
丹後ちりめん探究ツアー」を網野町内で開催。アメリカやイギリス出身の京丹後在住外国人10人が
参加。振り袖姿で街歩きしながら、田勇機業の工場見学や網野神社での正式参拝、アミティ丹後で
の染色作業を体験。

○ 【観光公社】クルーズ船乗客を田勇機業工房見学に誘致し、体験をサポートした。

○ ○
【実践会議】ほんまもん体験ツアーとして、宿泊事業者向けちりめん体験ファムツアーを実施した。
【観光公社】丹後ちりめんを活用したコンテンツ開発・ツアー商品開発を実施した。

○ ○ 【商工会】観光客（外国人含）等を市内の織物業者数社へ見学案内した。

○ ○
R1:聖火リレー通過に当たり、八丁浜シーサイドパーク周辺の整備予算を補正計上した。
R2:シーサイドパーク周辺（雑木、砂の撤去、道路舗装等）整備した。

4 網野銚子山古墳の整備と歴史・史跡の活用 ○ ○ ○ 【文化財保護課】環境整備工事を実施中。令和5年度完成予定。

5 漁港（浜詰、浅茂川、三津）を活用した見学、朝市等の実施

○ ○
【観光公社】掛津地区における台湾訪日教育旅行プログラムのアレンジ・同行サポートを行った。台
湾教育関係者（校長等）の招聘に向け、視察ツアー（ファムトリップ）を実施した。

○ ○ ガイド団体「琴引浜ガイドシンクロ」に対し、ガイド研修及び全国大会参加の支援をした。

実施内容等（令和元年度分）

6 掛津の民宿を中心とした教育旅行の受入促進

○　海の京都の「主た
る滞在促進地区」、
「交流地区」として、宿
泊、温泉等の魅力に
磨きをかけます

○　ジオパークに代表
される海岸景観や漁
港、漁業、豊富な食な
どの魅力を活用し、ほ
んまもん体験、まち歩
き観光などに展開しま
す

○　歴史・伝説、日本
遺産に認定された「丹
後ちりめん回廊」の機
屋の街並みなどを活
かした観光を推進しま
す
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目標

第３次京丹後市観光振興計画
②「戦略プロジェクト（エリア別目標・地域別プロジェクト）実施調書」

1

網
野
地
域

実施年度

H30
H31
Ｒ 1

Ｒ2

 「海の京都」の主たる滞在促進地区※「夕日ヶ浦」における夕日
の広場（仮称）など夕日、海、温泉、花の魅力開発・活用と無電
柱化※など街並み整備

日本遺産認定「丹後ちりめん回廊」を活かした機屋（網野、浅茂
川）のまち歩きや八丁浜の海岸散策とシーサイドパーク活用の
促進

Ｒ3
地域別プロジェクト

Ｒ4

3

エリ
ア

15



○ ○
【商工会】令和元年度シンガポール市場においてＰＲ（商談会）事業を実施。また、ホームページの
英語表記（スマホ対応）による集客強化事業（備品整備・商品開発含む）を支援した。

○ ○ ○ 【商工会】ビーチクリーン活動と体験観光ツアーの導入を支援

○ ○ ○ 【文化財保護課】掛津区と連携して設置している琴引浜鳴き砂文化館の管理運営を実施。

○ 【実践会議】琴引浜の保存と活用に資する動画を作成した。

○ ○ ○
【文化財保護課】丹後古代の里資料館、郷土資料館に浦島コーナーを設け、来館者へ浦島伝承を
紹介。

○ 【商工会】浦島太郎伝説を絡めたパンフレット作成（龍宮プロジェクト）を支援した。

新 駅舎内のコインロッカー設置 ○ 網野駅及び夕日ヶ浦木津温泉駅にコインロッカーを設置。

○ ○ 【商工会】三津・遊海岸にてカヤックを活用した体験観光ツアーを導入するための取り組みを支援

○ ○
【商工会】国内の観光商談会（ＷＥＢ）へ出展し、各社の商品プランをＰＲし誘客促進を図った。ま
た、コロナ対応でツアーガイドをや会議を行うためのインカムシステム導入

○ ○ 【観光公社】体験ガイドブックと観光公社ホームページ・SNSでＰＲを実施。

○ 【丹後市民局】京丹後龍宮プロジェクトが商品化し販売した。

○ ○

【海業水産課】令和2年1月に競りを見学できる新しい荷捌き所が完成。間人漁港衛生管理型荷捌
所は、令和２年３月２０日に完成記念式典を実施。現在のところ、新型コロナウイルス感染症の関
係で、どうしても新鮮な生鮮食材である魚介類を扱うということもあり、一般の方の見学につきまし
ては、ご遠慮いただいていますが、引続き活用について関係機関と協議を進めていく。

○ ○ 【観光公社】京都府漁協と連携し、新荷捌き所の「セリ見学体験」の実施を検討。

○
【商工会】誘致した外国人を含む観光客等に、間人漁港の競り見学プランを提案するとともに地域
観光ガイドの活用へ繋げた。

○ ○
【観光公社】NPO法人まちづくりサポートセンターと観光公社が連携し、山陰海岸ジオパークエリア
を歩くツアー「京丹後縦断トレイル」を企画し、神姫バスツアーズ（兵庫県姫路市）が採用。

○
【丹後市民局】NPOまちづくりサポートセンターがガイドツアーを実施。令和元年5月に地域活性化イ
ベント（丹後ジオEXPO）と連携したイベントを開催するなど情報を発信した。

○ ○

【観光公社】中浜地区を中心としたヘルスツーリズムを商品化し認証申請を行った。
丹後町中浜地区をヘルスツーリズムの実証フィールドに、大手旅行会社「JTB」との連携により「『百
寿人生のレシピ』体感プログラム」を開発。
・令和2年11月18日、販売に向けてのモニターツアーを11月18日に実施。
・令和2年12月21日付でヘルスツーリズム認証（同委員会）取得。

○ ○ ○
【政策企画課】NPO法人「気張る！ふるさと丹後町」の運営により、住民だけでなく観光客の交通手
段としても、ウーバーアプリを活用したささえ合い交通の運行を実施し、滞在・周遊促進を図った。

○ ○ 【観光公社】ホームページにより周知した。

○ ○ 【商工会】国内の観光商談会（ＷＥＢ）へ出展し、各社の商品プランをＰＲし誘客促進を図った。

海
岸
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丹
後
地
域

○　海の京都の「主た
る滞在促進地区」、
「交流地区」として、宿
泊、温泉等の魅力に
磨きをかけます

○　ジオパークに代表
される海岸景観や漁
港、漁業、豊富な食な
どの魅力を活用し、ほ
んまもん体験、まち歩
き観光などに展開しま
す

○　歴史・伝説、日本
遺産に認定された「丹
後ちりめん回廊」の機
屋の街並みなどを活
かした観光を推進しま
す

滞在・周遊促進のための交通、道路整備と公共交通空白地有償
運送（ささえ合い交通）の活用促進

12

6 掛津の民宿を中心とした教育旅行の受入促進

9

11 港町、ジオサイトを巡るまち歩き、さと歩き、温泉巡りなどの実施

8 浦島太郎、静御前等伝説・伝承の活用

10 間人漁港の競り見学などの観光活用

7
 日本一の鳴砂の浜「琴引浜」のさらなる活用、ＰＲ（動画制作な
ど）

「青の洞窟」「愛の洞窟」※の活用、シーカヤック※など「ジオ
パーク体験」のさらなる促進

16



○ ○ ○
【観光公社】ホームページ、アプリ・わくわく京丹後へＧＯによる周知。観光総合パンフレット「旬めぐ
り旅京丹後」等の電子書籍化。

○ ○
【商工会】シンガポール市場においてのＰＲ（商談会）事業において、既存の観光マップを活用し商
談説明するとともに、外国語版の観光案内を作成し配布した。

○
【観光公社】令和2年11月6日から令和3年3月20日まで実施の「京丹後ふるさと旅行券キャンペーン
（冬旅）」のプロモーションとして、訴求力の高い「間人ガニ」を素材にしたポスター及び動画を作成。

○ ○ 旬の観光看板の設置によりＰＲした。ＦＭαステーションにてカニ漁解禁をＰＲした。

○
【観光公社】令和元年11月29日、東京海上日動本社で「京丹後市マルシェ」を開催。間人ガニの通
販とアンケートによるマーケット調査を実施した。

○
【海業水産課】「京丹後市で獲れる海産物」をその”旬”の時期に紹介する「海業ブログ」を開設し、
新鮮な魚介類の他、観光産業と連携した”地産来消”の取り組みや漁業や海を活用した１日漁師体
験等を紹介した。引続き情報発信を行っていく。

○ ○ 【商工会】国内の観光商談会（ＷＥＢ）へ出展し、各社の商品プランをＰＲし誘客促進を図った。

○ ○ ○
【文化財保護課】神明山古墳・産土山古墳・高山12号墳等の史跡の維持管理を実施。市ホーム
ページデジタルミュージアム・丹後古代の里資料館での情報発信を実施。

○ ○
【丹後市民局】NPOまちづくりサポートセンターがガイドツアーを実施した。令和元年5月に地域活性
化イベント（丹後ジオEXPO）と連携したイベントを開催するなど情報を発信した。

16 経ヶ岬（灯台）、犬ヶ岬散策道の適切な管理及び活用 ○
【丹後市民局】経ヶ岬灯台保存会と連携し、経ヶ岬灯台の遊歩道整備を行った。また、同保存会が
主催する灯台まつり（一般公開及び露店販売）の開催を支援した。また、保存会と龍谷大学の連携
により灯台登山道入り口に案内サインを設置した。

17
かぶと山園地整備と山頂展望台からの絶景の活用及びアクセス
道の改良

○ ○
かぶと山公園まつりの開催に合わせ、かぶと山展望台への登山ツアーを実施し、遊歩道を活用し
た。

○
風蘭の館を蒲井・旭電源問題及び活性化対策協議会へ無償譲渡し、カキ小屋等の事業拡大を促
した。

○ ○ 【観光公社】牡蠣小屋のオリジナルランチプランを作成し、販売。

○
【観光公社】令和2年11月6日から令和3年3月20日まで実施の「京丹後ふるさと旅行券キャンペーン
（冬旅）」で、本市の特産品「久美浜かき」を旅行券利用者に特典提供。
また、京都府漁協と連携して、「久美浜かき」PRチラシとポスターを作成した。

○ ○ ○ 【商工会】旅館組合の勉強視察研修を支援した。

○ ○ ○
網野町浜詰から久美浜町にある、果樹直売所を中心とした観光の魅力づくりを創出するため、平成
30年度3店舗、令和元年度2店舗、令和２年度2店舗の計7店舗の店先等で、旬のフルーツを使った
ジュース、スムージーなどを提供した。

○ ○ ○ 【商工会】新たなフルーツトレイル参加事業者（フルーツを活用したクレープ店の開店）を支援した。

○ ○ ○

【観光公社】・フルーツ狩り体験のPRにより、大手旅行会社による「フルーツを満喫できる日帰りツ
アー」の販売が実現した。
・令和2年9～10月に実施した「京丹後ふるさと旅行券キャンペーン（秋旅）」で、久美浜町産の梨や
フルーツスムージーを旅行券利用者に特典提供。

○ ○ ○
フルーツトレイルについて、マスコミに対し積極的に情報提供し、放送等につなげた（朝日放送、ＫＢ
Ｓ京都）。ＦＭαステーションにて「フルーツトレイル」をＰＲした。

○　海の京都の「主た
る滞在促進地区」、
「交流地区」として、宿
泊、温泉等の魅力に
磨きをかけます

○　ジオパークに代表
される海岸景観や漁
港、漁業、豊富な食な
どの魅力を活用し、ほ
んまもん体験、まち歩
き観光などに展開しま
す

○　歴史・伝説、日本
遺産に認定された「丹
後ちりめん回廊」の機
屋の街並みなどを活
かした観光を推進しま
す
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13

14 「間人ガニ」の産地として「カニのまち」のさらなる発信

久
美
浜
地
域

地域の観光スポットを紹介する電子ガイドブック※、外国人旅行
者向けの観光マップの作成、活用

15
大成古墳群周辺の整備及び古代の里資料館、神明山古墳を含
む史跡、歴史の活用

18 久美浜かきのさらなる活用と旬の食材を活かしたランチの促進

19
 「フルーツ街道（フードトレイル）」としての発信など、フルーツの
さらなる活用と発信

丹
後
地
域

17



○ ○ ○
【政策企画課】久美浜駅再生アクションプランによる駅舎工事が平成29年度に完了。平成30年度か
ら駅の多目的ホールで喫茶営業を開始し、駅の賑わいづくりと利便性の向上を図った。

○ ○ 稲葉本家の大規模補修を実施した。

21 久美浜湾岸沿い、かぶと山等への桜や花の魅力づくり ○ 令和元年度、かぶと山園地内に桜を植樹する委託事業を実施。

22
トウテイラン、ユウスゲなど丹後砂丘の貴重な海浜植物の保全・
保護

○ 【環境省】平成30年度マリンワーカー事業にて「植生被害把握等調査」を実施した。

○ ○ ○ 【観光公社】体験ガイドブックと観光公社ホームページ・SNSでＰＲを実施した。

○ 【商工会】外国人観光客誘客事業の一環として広報作成勉強会、パンフレット作成を支援した。

○ ○ ○

【生涯学習課】
（R1）
・ドラゴンカヌー大会、SUP大会、久美浜湾一周駅伝大会等、久美浜湾周辺を会場とするスポーツ
イベントを開催。だれもが気軽にできる海のスポーツ及び久美浜湾の魅力を発信した。
・夏休み子ども体験教室でカヌー体験を行った。
・ワールドマスターズゲームズ2021関西に向けたプレ大会にてSUP無料体験会を行った。
・カヌー体験等を安定的に実施するため「久美浜湾カヌーセンター」の整備に向けた実施設計を
行った
（R2）
・ワールドマスターズゲームズ2021関西に向けたプレ大会にてカヌーマラソン競技を初めて実施し
た。
・久美浜湾カヌーセンターの改築工事に着手した（令和2年度末完成予定）。
・夏休み子ども体験教室でカヌー体験を行った。

○ ○
平成30年度に設立された小天橋ガイドクラブに対しガイド研修を実施するほか、環境省事業を誘致
した。

24
湊宮での漁港活用とまち歩き観光の推進及び教育旅行の受入
促進

○ ○
【観光公社】小天橋エリアにおける「ピチピチにぎり寿司体験」の実施に向け、地元漁業団体ととも
に検討を進めている。

○ 【観光公社】台湾ブロガー、香港メディアファムの受入れにより観光施設をPRした。

○ ○ ○ 国道１７８号線沿いの果樹直売所等において、フルーツトレイル事業を実施した。

新 東京２０２０オリンピック・パラリンピック及びワールドマスターズ
ゲームズ2021関西に向けた競技環境の整備

○ ○

【生涯学習課】
（R1）
・東京2020オリンピック（2021年実施）のホストタウン事業として、久美浜湾カヌー競技場においてス
ペイン及びポルトガルカヌー代表チームの事前合宿の受け入れ準備を行った。
・事業に必要な環境整備（備品購入等）を行った。
・ワールドマスターズゲームズ2021関西に向けたプレ大会の開催や準備を行った。
・カヌー体験等を安定的に実施するため「久美浜湾カヌーセンター」の整備に向けた実施設計を
行った（令和2年度末完成予定）。
（R2）
・東京2020オリンピック（2021年実施）のホストタウン事業として、てスペイン及びポルトガルカヌー代
表チームの事前合宿受け入れ準備（調整等）を行った。（令和3年7月予定）
・ワールドマスターズゲームズ2021関西に向けたプレ大会を開催し、大会・競技運営、新型コロナウ
イルス感染症対策などのテストを行った。また、ホームページ、各種SNSを立ち上げ、大会の周知・
機運醸成を図った。（令和4年に開催予定）
・久美浜湾カヌーセンターの改築工事に着手した（令和2年度末完成予定）。

○　海の京都の「主た
る滞在促進地区」、
「交流地区」として、宿
泊、温泉等の魅力に
磨きをかけます

○　ジオパークに代表
される海岸景観や漁
港、漁業、豊富な食な
どの魅力を活用し、ほ
んまもん体験、まち歩
き観光などに展開しま
す

○　歴史・伝説、日本
遺産に認定された「丹
後ちりめん回廊」の機
屋の街並みなどを活
かした観光を推進しま
す
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20
 稲葉本家を中心とした久美浜一区の歴史的街並みの保全と活
用、久美浜駅再生とまち歩き観光の促進

23
 久美浜湾、ロングビーチ（小天橋～箱石、函石浜遺跡）、蒲井・
旭海岸等を活用した体験、ジオ・アクティビティ（ジオカヌーな
ど）、遊覧船等の促進

25 民間施設（美術館、観光農園、温泉等）の活用と連携促進

18



最優先＝赤　　優先＝オレンジ

地域

○ ○
【観光公社】与謝野町観光協会との連携により、日本遺産認定「丹後ちりめん回廊」を紹介するパン
フレットを改訂。電子書籍化。

○ 【実践会議】ほんまもん体験ツアーとして、宿泊事業者向けちりめん体験ファムツアーを実施した。

○ ○
【商工会】「丹後ちりめんロール」の商標出願を行い、織物業を活用した飲食店（菓子）のブランディ
ング事業を企画説明会を開催した。

○ ○
【峰山市民局】市役所付近の「井祢（イネ）の尻橋」の親柱に、ちりめん及び機械金属の作品を継続
して展示し、まち歩きの場を創設した。

27 金刀比羅神社「狛猫」を核としたねこプロジェクトの推進 ○ ○ ○
こまねこまつりを開催（平成30年度、令和元年度とも9月）した。令和2年度も9月に開催。
【観光公社】こまねこ祭り開催日に、こまねこに関連する日帰りツアーを造成し、販売した。外務省
「地域の魅力発信セミナー」で、駐日外交団等約150人に、こまねこ絵付け体験を実施しＰＲした。

○ ○ ○
【文化財保護課】赤坂今井墳墓の維持管理を実施。市ホームページデジタルミュージアム・丹後古
代の里資料館での情報発信を実施。

○ ○ ○
【五箇プロジェクト】五箇地域の活性化を図るため、地域住民を対象とした「未来を語る夜」を開催し
た。

○
【峰山市民局】峰山高校生徒を中心として、日進製作所のコンクリート壁に、「ウォールアート」を描
き、まち歩きの場を作った。

○ ○ 【商工会】事業者の経営計画策定の一環として、企業見学のコースづくりを支援しＰＲした。

30 京丹後の南玄関口での花、ライトアップ等の環境整備 ○ ○ ○ 【観光公社】大宮町支部が、織物ホールのライトアップ事業を実施。

31
温泉、自然とのふれあい、農業を活用した体験、農家民泊等の
提供

○ ○ 【商工会】国内外の観光商談会へ出展し、各社の商品プランをＰＲし誘客促進を図った。

○ ○

【生活環境課】地域の環境資源を再発見し、自然環境の保全意識の醸成等を図るため内山ブナ林
観察会を実施した。
（令和元年度）開催日：11月4日　参加人数：32人
（令和2年度）開催日：11月1日　参加人数：42人

○ 【生涯学習課】内山ブナ林での「ノルディックウオーキング体験会」を実施（令和元年度）した。

33 小野小町ゆかりの地の活用 ○ ○ 小町公園のイベント展望ゾーンのトイレ改修・回廊補修を実施した。

実施内容等（令和元年度分）

第３次京丹後市観光振興計画
②「戦略プロジェクト（エリア別目標・地域別プロジェクト）実施調書」

里
山
エ
リ
ア

大
宮
地
域 32  内山ブナ林などを活用したノルディックウォーク※の推進

峰
山
地
域

26
 日本遺産認定「丹後ちりめん回廊」（織物業）を活かしたまち歩
き観光、産業観光の推進

○　日本遺産認定「丹
後ちりめん回廊」の織
物業、「ハイテクラン
ド」を構成する機械金
属業を活かした産業
観光、まち歩きの整備
などを進めます

○　京丹後市の南玄
関口としてのおもてな
し機能を充実させ、観
光客をあたたかく迎え
ます

○　農業を活用した体
験、山林での自然体
験、花、山野草の魅
力を活かした観光に
取り組みます

エリ
ア

目標

実施年度

H30
H31
Ｒ 1

Ｒ2 Ｒ3 Ｒ4
地域別プロジェクト

28
 羽衣天女伝説、月の輪田（稲作発祥伝説）、赤坂今井墳墓の活
用

29 機械金属業に関連した産業観光の促進
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34
丹後王国「食のみやこ」での食、花、山野草の魅力発信及び市
内の観光施設間の連携促進

○ ○

丹後王国「食のみやこ」内の情報交流センター及びレストラン「グラシア」等において、食に関わる学
会「京丹後市ガストロノミカ」、新しい京丹後の食を楽しむ「たんちょすＢＡＲ」、生産者と料理人をつ
なげる「生産者と料理人の情報交流会」を開催した（令和元年10月）。また料理人等の研究・交流等
の場を創設する「ＲｉｃｏＬａｂｏ事業」（令和元年度2回）やセミナー等（平成30年度1回）を実施した。

○ ○

【観光公社】・「麒麟がくる京丹後プロジェクト推進協議会 」 が母体となって、令和元年度に実施した
クラウドファンディング事業 「細 川ガラシャ東屋建設プロジェクト 」の返礼品として、野間地区農家
民泊を活用したツアーを販売した。
・弥栄町野間エリアの自然、文化、暮らしを巡るe-Bikeによるサイクリングツアーを造成。

○
【生涯学習課】
夏休み子ども体験教室で、市内小学生を対象に野間地域から宇川地域まで、野間川渓谷沿いに
山野草の説明等を聞きながらチャレンジウオークを行った。

36
森林公園スイス村の芝桜、水辺公園の環境整備、丹後弥栄道
路の桜並木など、花のおもてなし

○ ○ ○

【弥栄市民局】弥栄町区長連絡協議会による環境整備作業（周辺福祉施設、一般ボランティア、高
校生にも呼び掛け）　※弥栄町区長連絡協議会は当活動にてはR2年度「国土交通大臣表彰」受賞
・国道482号（丹後弥栄道路）の桜枡及び府道網野岩滝線歩道の植樹帯の除草作業（年2回：延参
加人数R1年度140人、R2年度159人）
・水辺公園の除草及び芝桜補植等作業（年3回：延参加人数R1年度35人、R2年度76人）

○

【観光公社】「麒麟がくる京丹後プロジェクト推進協議会」が母体となって、令和元年度に実施したク
ラウドファンディング事業「細川ガラシャ東屋建設プロジェクト」に協力（観光PRや資金調達の支援）
し、寄附120万円を達成、東屋建設が実現した。当該クラウドファンディング事業返礼品として、野間
地区農家民泊を活用したツアーを販売した。弥栄町支部がガラシャ隠棲地山歩きのパンフレットを
作成して配架した。

○ ○ 【観光公社】「麒麟が来る」ゆかりの地の情報発信を行うアプリ「明智光秀ＡＩ」事業へ参加した。

○ 「麒麟が来る」放映に合わせ、大手旅行会社向けファムツアーを実施（令和2年2月）。

○
京丹後市生きがい支援センターのトイレを改修し、「麒麟が来る」ゆかりの地味土野を訪れる方の
利便性向上を図った。

○ ○ 【商工会】イベントの協賛実施と、地酒商品開発と販路開拓支援を実施した。

38 遠所遺跡、奈具岡遺跡、黒部銚子山古墳等の活用 ○ ○ ○
【文化財保護課】遠所遺跡、黒部銚子山古墳の維持管理を実施。市ホームページデジタルミュージ
アム・丹後古代の里資料館での情報発信を実施。

里
山
エ
リ
ア

○　日本遺産認定「丹
後ちりめん回廊」の織物
業、「ハイテクランド」を
構成する機械金属業を
活かした産業観光、ま
ち歩きの整備などを進
めます

○　京丹後市の南玄関
口としてのおもてなし機
能を充実させ、観光客
をあたたかく迎えます

○　農業を活用した体
験、山林での自然体
験、花、山野草の魅力
を活かした観光に取り
組みます

弥
栄
地
域

37 細川ガラシャゆかりの地の活用

35
野間地域（野間川渓谷）の自然を活用した体験、農家民泊や食
の提供
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③令和２年度第２回京丹後市観光立市推進会議における主な意見 
開催：令和３年３月２４日（水） 

テーマ：withコロナ、afterコロナを見据えたディスカッション 

坂上会長から事例紹介 

①  

コロナ禍という激震の中、業界の心構えとして「コロナ禍の長期化」を見据える必要がある。観光業界では「量から質へ」の転換が起き

ており、コロナであっても儲かる仕組みづくりとして、次のような動きが出てきている。 

・ＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）の取組。一部の旅館では、ＥＣを使って物販とか料理の物販等も開始。 

・高品質高価格化。 

・マイクロツーリズムといった２、３時間圏のお客さんの確保するため、動画の作成、ＶＲでの体験、ＳＮＳでの発信等。 

・働きながら地域を楽しむワーケーション。 

・afterコロナを見据えたインバウンドの準備。 

・クルーズ業界は、コロナ検査付きのツアー。 

・国は、女性の活躍できる環境づくりを進める。  

委員からの主な意見（概要） 

②  

・市内に宿泊施設が１８１施設あり、そのうち５０施設くらいは、公社の非会員である。今は、コロナという緊急事態なのでやむを得ない

かもしれないが、市が様々な観光振興施策を繰り出してくれる中、会員も非会員もメリットが同じという状況は、非会員が「いいとこ取

り」をしているような印象を受ける。市から公社への補助金も増える中、課題として捉えていかないといけない。 

③  
・バス会社の観光事業は、今年度決算でいくと売り上げは４割くらいに激減した。やっと、３/５から高速バスの復活ができたが、現在、

平均乗車率が、１７．５人ぐらいで少しずつ回復してきているが個人客のみ。団体客の落込みは個人客で頑張っても回復は難しい。 

④  

・宿泊事業者は緊急事態宣言をうけ、１、２月は大苦戦。３月もまだ苦戦している。４月以降は、基本的にはオフシーズンとなり、例年な

ら老人会等の団体の受入れがあるが、コロナ禍で年配の方の団体旅行は皆無。今後、ＤＸなどの技術を持ちながら、生産性を高め継続で

きるような取組みが必要になってくる。 

⑤  

・昨年は海水浴場を開設していただき、ありがたかった。宿泊は厳しい状況であるが、今後も、色々なキャンペーン等で支えていただけた

らと思っている。 

・コロナ禍で、旅館でのお客様への対応（接遇）も変わってきている。スタッフのレベルアップがなかなか難しくネックになる。 



22 

 

⑥  

・宿泊事業者だが、自らマイクロツーリズムに参加してみて、自分の視点を変えることが大切であると気づいた。また、マイクロツーリズ

ムを重点的に考える上では連携が必要となるので、観光公社の会員数を増やすことも必要である。 

・ビーチクリーンに取り組む中で、いっぱいのゴミをどうするかと考えたとき、人々の生活を変えるしかないと思う。この視点から、ビー

チクリーンということ自体が一つの誘客のヒントになるように思う。 

⑦  ・これまでWi-Fi設置の補助金が、あまり良い制度がなかったので（補助率1/10）、もう少し補助率の良い補助金を出してほしい。 

⑧  

・地域の情報環境（インフラ整備状況）が、まちまちなので、ＤＸを進めるにあたっては、インフラ整備が重要である。 

・京丹後市の観光スポットは、認知度が低いので、リリースをどんどん出していってメディアに露出することも大切。 

・afterコロナに向け、首都圏、関西圏へのＰＲ強化をお願いしたい。 

⑨  
・旅行会社として、生き残れる策として地元観光をモデルケースとして販売しているが、現状は不透明な状況。 

・旅行商品は、ダイナミックプライシング（需要に応じた価格変動）の時代がやってきた。今後、ＤＰ商品の展開を中心に販売したい。 

⑩  

・コロナ禍で、旅のスタイルもかなり変わってきた。新規顧客獲得より、リピーターを抱え込んでいきたい。そのため、京都府が構築して

いるＣＲＭ個人情報をキャンペーン時に取りデータ把握していきたい。また、ＱＲクーポンでキャンペーンをしているが、「クーポンの

ほしい方は個人情報をください」というやり方に変えていっている。今後、観光事業の進め方もどんどん変わっていくと思うが、観光公

社と連携しながら進めていきたい。 

⑪  

・地元の人が価値を再発見し、訪れた人にもその価値が伝わるマイクロツーリズムの必要性。 

・旅マエで、旅の動機付けとなるオンラインでのツアーは有効。 

・新規のお客さんを取り込んでいくよりも、リピーターをどれだけ大切にしていくかが大事。もう一度来てもらうための情報の共有の仕方

や、関係性づくりを施策のなかで考えていく必要がある。 

・ワーケーションは、Wi-FiWi環境を整えることは必要だが、「ワーク」よりも京丹後に来たくなる「体験」がメイン。京丹後に来る理由

にプラスしてワークができる環境があることが大事。 
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④withコロナ、afterコロナを見据えたディスカッションから見える課題等（まとめ） 

 

【観光推進体制について】 

１．観光公社関連 

① 会員、非会員の「不公平感」の問題（会員資格のあり方） 

② 会員増が必要 

 ２．連携 

  ① 海の京都ＤＭＯとの連携、情報の共有と発信   

  ② 市内事業者間の連携（マイクロツーリズムに有効） 

 ３．情報発信・収集 

  ① 首都圏、関西圏等へのＰＲ 

  ② メディアを活かしたＰＲ 

  ③ 新規顧客よりも「リピーター獲得」が重要。顧客を“抱え込み”できるような情報収集・管理が必要。 

 

【マイクロツーリズムについて】 

 １．単に「感染拡大防止の旅行」ではなく、地元の良さ（価値）を再発見できる旅。事業者自身、視点を変えることにもつながる。 

２．域内の事業者間連携が必要→観光公社の会員数を増やすことが必要。 

３．マイクロツーリズムをしっかりと高付加価値化で取り組んでいく必要がある。特に、京都、大阪、兵庫あたりの戦略をもう一度見直す必要

がある。 

 

【ワーケーションについて】 

１． Wi-Fi環境だけでなく、「京丹後に来る理由（体験）」が重要。 

 

【その他】 

 １．コロナ禍のビジネスモデルというイメージをもう少し共通認識化しておく必要がある。 

２．コロナ禍に対応した「新しいおもてなし」と、それが実現できるだけのスタッフのレベルアップが必要。 

 ３．ＤＸなどの技術を持ちながら生産性を高め継続できる取組みが必要。 
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４．観光地として、市域に平準化したWi-Fi環境を整えることが重要。 

５．ビーチクリーンの取組自体が、人間活動そのものを考える「観光商品」となり得る。 

６．夏と冬はこの地域のピークであるので、平準化をして食を売りに地産地消で商品化をしていくということがないとピーク対応の観光地で

は、これから非常に難しい。 

７．お客さんのリピート率を高めると、顧客管理或いは顧客連携といったことが重要になる。 



 

 

 

第３次京丹後市観光振興計画 

令和２年度 令和３年度・年次報告書  
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京丹後市 
 

 

 



 

≪ 目 次 ≫ 

 

① 戦略プロジェクトの事業実施状況 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ １～Ｐ１５ 

 

② エリア別目標・地域別プロジェクトの事業実施状況 ・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ１６～Ｐ２１ 

 

③ withコロナ、afterコロナを見据えたディスカッションの概要・・・・・・・・・・・・Ｐ２２～Ｐ２３ 

 

④ withコロナ、afterコロナを見据えたディスカッションから見える課題等（まとめ）・・Ｐ２４  

 

 

 

         

※本報告書は、京丹後市観光立市推進会議において、「第３次京丹後市観光振興計画」に基づく 

令和２年度及び３年度の取組状況について審議し取りまとめたものです。 

 

[会議：開催日]  令和４年２月２２日 

              



   　第３次京丹後市観光振興計画
  　 ① 「戦略プロジェクト実施調書」

【重点・優先】 最優先＝赤　　優先＝オレンジ

観光振興課
旬でもてなす食の観光地づく
り人材養成事業

料理技術の向上や観光関連事業者の機運醸成、レシピ共有化等につなげるた
め、「サン・セバスティアン（スペイン）への視察研修」を支援する。

○

商工振興課 商工会
食のおもてなし提供力向上セ
ミナー開催事業

平成31年3月13日、「海外視察研修」の報告及び「たんちょす」発表会を開催。 ○

商工振興課
丹後地域加工
食品品質向上

連絡会

食品品質向上セミナー開催
事業、栄養成分分析サービ
ス事業、ＨＡＣＣＰ講習会開催
事業

京都府、京丹後市、地場産センター、商工会、観光公社などで構成する丹後地
域加工食品品質向上連絡会を設立し、加工食品製造者の商品開発、加工技術
の向上、販路開拓を支援。

○ ○ ○

観光振興課
観光公社

京丹後美食都市
研究推進会

[R1]
京丹後ガストロノミカ2019
たんちょすバル

[R2]
京丹後ガストロノミカ

[R3]
京丹後ガストロノミカ
たんちょす月間（10/17～
11/7）

料理人、加工業者、生産者らが集い、研究、発表、交流する食と料理の学会。京
丹後市の新しい料理“たんちょす”を食す。※“たんちょす”とは、スペインの一口
料理「ピンチョス」の京丹後版。京丹後の食材を使い、四季を感じる手軽に食べら
れる料理。

【商工会】Ｒ１年度「たんちょす」「TANTXOS」の商標出願を実施。Ｒ２年度「たん
ちょす」「TANTXOS」の商標登録を完了。
四季の食材を活用した食関連事業所の展開支援を開始。また、たんちょすの展
開として「たんちょすバル」の実施を支援。今後は食関連事業者にライセンス付
与し、地域住民や観光客等に商品名として販売することで、効果的な発信及び
認知度を高め、ブランド化推進を図る。

○ ○ ○

観光振興課
京丹後美食都市

研究推進会 RicoLabo（リコラボ）

丹後王国「食のみやこ」の休眠レストラン等を使用し、京丹後美食都市研究推進
会が中心となって、市内の料理人、加工業者、生産者らが食材や技術を気軽に
持ち寄って、交流しながら、研究、発表するもの。（R2年度からは、丹後王国「食
のみやこ」レストランの使用ができなくなったため、市内店舗等を使用）

○ ○ ○

観光振興課
京丹後フードトレイル創造事
業

網野町浜詰から久美浜町甲山までの間に建ち並ぶ、果樹の直売所を活かした
観光の魅力づくりを創出するため、数店舗の店先で、旬のフルーツを使った
ジュースやパフェなどを提供する「フードトレイル（フルーツトレイル）」を実施する

○ ○ ○ ○

観光振興課 観光公社 WEB・マーケティング事業
旬のフルーツや新米など秋食材の魅力を打ち出す構成で、「秋の京丹後」の認
知拡大に向けたプロモーションを展開する。

○

観光振興課 観光公社
企画・販売事業（域内調達率
向上）

観光消費の拡大と域内経済への波及（域内調達率の向上）を目指して、地元産
食材にこだわった“ロケ弁”等の開発に取り組んでいる。

○ ○ ○

観光振興課 観光公社
京丹後ふるさと旅行券キャン
ペーン事業

・令和2年9～10月に実施した「京丹後ふるさと旅行券キャンペーン（秋旅）」で、
京丹後産新米コシヒカリほほか、久美浜町産の梨やフルーツスムージーを旅行
券利用者に特典提供する。（提供数：新米（2合）2,130袋、梨1,099件、フルーツス
ムージー1,370件）
・令和2年11月6日から令和3年3月20日まで実施中の「京丹後ふるさと旅行券
キャンペーン（冬旅）」で、本市の特産品「久美浜かき」を旅行券利用者に特典提
供する。
・令和3年3月21日～11月30日まで期間延長した「京丹後ふるさと旅行券キャン
ペーン（冬旅）」で、府内産原料の干物を旅行券利用者に特典提供する。

○ ○

②旬の地元食材を活
用した“地産来消”に
取り組みます

＜基本方針１＞　「“旬”でもてなす食の観光」を徹底的に推進します

Ｒ4

実施年度

業者 団体 市民 行政 事業名 事業概要

取組主体

市関係課 関係団体

戦略プロジェクト（事業、取り組み）

H30

飲食店、宿泊施設、土産物店等での旬
の地元食材活用、「フードトレイル」の実
施など販売の促進

◎ ○ ○

Ｒ3
H31
Ｒ 1

Ｒ2
基本戦略 戦略プロジェクト

①豊富で質の高い食
の魅力に磨きをか
け、価値を高めます

1
農林漁業者、加工業者等の生産、保
存、加工、料理技術の向上

◎ ○ ○

2

1
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農業振興課
生産者と料理人の情報交流
会

生産者による農産物のＰＲトークなどを通じて、生産者と料理人が交流を図り、情
報共有をすることで地産地消を進める「つながり」を生みだす。

○ ○ ○

観光振興課
農業振興課

観光公社 観光PR商品企画事業
観光PR商品として、市内に数多くあるシンボルや観光スポット等をパッケージに
デザインした京丹後産緑茶のティーパック商品を制作し、おもてなし用のお茶とし
てお宿等で使用してもらうなどして、京丹後産緑茶の域内消費を喚起する。

○

農業振興課
観光振興課
商工振興課

観光公社 京丹後版地域商社事業
京丹後市地域商社協議会に参画し、地域商社（㈱丹後王国ブルワリー）と連携し
て、市内宿泊施設等への京丹後産農産物の取引を推進。

○

観光振興課
海業水産課

観光公社
活イカブランド化・プロモー
ション事業

京丹後市、漁業者、観光事業者、旅行会社と連携して、“イカの活き造り”を新た
な観光誘客コンテンツとして広く展開することにより、通年型観光と観光消費額
の増大を目指す。

○

4 地元食材の情報の「見える化」 ◎ ○ ◎ 農業振興課 地元産食材の情報収集事業
市内農産物の直売所や、農産物の旬や特徴を紹介することにより購買促進を図
るため、農産物買い処マップを作成する予定（令和２年度）

○

企画・販売事業
インバウンド及び国内観光客向け京丹後のコンテンツ（体験、観光ルート）を開発
する。体験プログラム：ピチピチにぎり寿司体験、イチゴ＆桃狩り体験

○ ○ ○

「『百寿人生のレシピ』体感プログラム」（令和2年12月21日付ヘルスツーリズム認
証取得）で、「宇川加工所」が地元の旬の食材を使った昼食「百寿食メニュー」を
開発、提供。市食生活改善推進員が「百寿人生のレシピ」伝達講習会（食生活指
導）を実施。

○ ○ ○

宇川地域での「『百寿人生のレシピ』体感プログラム」の実践を核に、周辺の森、
川、海、里山の自然を楽しんだり、食材を自ら調達・調理し、試食したりする体験
を旅程に加えたツアーの商品化に取り組む。

○ ○ ○

6
食に関する共通宿泊プランや旅行商品
づくり

◎ ◎ ○ 観光振興課 実践会議
京丹後“旬の逸品”お宿プラ
ン

地元で獲れた水産物を使った旬の逸品料理をお客様に提供し、「食」と「宿泊」の
魅力向上を図る宿泊キャンペーンを実施する。（平成30年3月1日～令和元年6月
30日）

○ ○

観光振興課
京丹後宿おか
みさんの会

まごわやさしいこ「朝食プラ
ン」

京丹後米と京丹後で育った「まごわやさしいこ」食材をつかった栄養バランス抜群
の朝食を提供し、お客様に朝から健康になっていただこうと企画。

○ ○ ○ ○

観光振興課 観光公社
企画・販売事業(ヘルスツーリ
ズム）

「『百寿人生のレシピ』体感プログラム」（令和2年12月21日付ヘルスツーリズム認
証取得）で、「宇川加工所」が地元の旬の食材を使った昼食「百寿食メニュー」を
開発、提供。
市のふるさと納税返礼品として、「ふるぽ（ふるさとチョイス）」にて取扱を開始。

○ ○ ○

「食」と「伝統産業」に関する知的財産を
活用したブランド化展開

◎ ○ ○ 商工振興課 商工会
「丹後ちりめんロール」販売
支援

商工会が出願中の商標権【丹後ちりめんロール】を、地域の菓子製造販売業者
にライセンス付与し、地域住民や観光客等に、ロールケーキの商品名として販売
することで、効果的な発信及び認知度を高め、伝統産業と共にブランド化推進を
図る。
※R2：「丹後ちりめんロール」の小商圏を取得。同時にロゴマーク（定義確定）及
び幟でアイン製作。

○ ○

②旬の地元食材を活
用した“地産来消”に
取り組みます

③食を活用した様々
な「商品化」と付加価
値を高める「ブランド
化」に取り組みます

◎ ○ ○

7

“健康”、“長寿”、“環境”などを活かす
名物となる土産物や料理、食材などの
改良、開発

観光振興課 観光公社
企画・販売事業(ヘルスツーリ
ズム）

3 市内での地元食材流通の仕組みづくり ◎ ○ ○

5 食に関する体験プログラムの提供 ◎ ○ ○
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・「活イカ」等の特産品化を効果的に進めていくため、水産資源を活用した観光誘
客事業を支援していく。(令和元年度に予算化し、関係団体と活イカの地産来消
についての基盤づくりに取り組んだが、例年5月下旬から獲れる白イカが時期に
なっても全く獲れず、結局、7月下旬まで水揚げが遅れたためモデル事業を実施
することができなかった.。)
※R3：ウィズコロナに向け急遽補正予算を計上し、活イカ流通実証事業を実施。
市内での販路拡大に向けた取り組みがスタートした。

○ ○ ○

京丹後市、漁業者、観光事業者、旅行会社と連携して、「白イカ（剣先イカ）」を生
きたまま流通させ、“活き造り”を新たな観光誘客コンテンツとして広く展開するこ
とにより、通年型観光と観光消費額の増大を目指す。（再掲）

○

・令和2年11月6日から令和3年3月20日まで実施中の「京丹後ふるさと旅行券
キャンペーン（冬旅）」で、本市の特産品「久美浜かき」を旅行券利用者に特典提
供する。
・観光公社と京都府漁協が、「久美浜かき」PRチラシとポスターを作成。
・令和3年3月20日～11月30日まで期間延長した「京丹後ふるさと旅行券キャン
ペーン（冬旅）」で、府内産原料の干物を旅行券利用者に特典提供した。（再掲）

○ ○

観光振興課 観光公社 動画・写真ＰＲコンテンツ作成

・訴求力のある高度な“旬の食”ＰＲ用動画、写真コンテンツ作成
・“京丹後の魅力”を募ったフォトコンテストで「Facebookいいね賞」部門を設け
て、観光公社公式Facebookを活用し、応募作品を配信・拡散。京丹後の認知度
を高め、共感を生み出すことにより、来訪の動機付けを行った。
・「京丹後ふるさと旅行券キャンペーン（冬旅）」のプロモーションとして、訴求力の
高い「間人ガニ」を素材にしたポスター及び動画を作成。
・JR西日本京阪神エリアの電車内及び主要駅構内において、反復訴求性・視認
性が高い電車広告や駅広告（デジタルサイネージ広告）を掲出。

○ ○ ○ ○

観光振興課 観光公社 WEB・マーケティング事業
SNS（Facebook・Instagram）を活用した観光情報発信力の強化に加え、拡散性、
ターゲティング精度の高さを活かしたFacebook広告の配信等、WEB広報媒体の
特性を活かした戦略的なWEBの運用。

○ ○ ○

10
デザイン性と統一性のあるイメージ戦略
の推進

○ ◎ 観光振興課
“旬の京丹後”イメージ啓発・
普及事業

「食のまち京丹後」の象徴となる「ロゴマーク」と「キャッチコピー」を活用し、効果
的な発信及び認知度を高め、食のまちのブランド化推進を図る。啓発のぼり旗の
作成及び啓発看板の表示張替え。

○ ○ ○

観光振興課 商工会
食の魅力発信事業
（海外食材アピール商談会）

「食」の魅力と「観光」を広く発信するため、互いの事業者が連携して、「輸出」と
「インバウンド」のＢｔｏＢｔｏＣ商談会を２日間実施。（商工会単独事業）
日程：平成31年9月13日～14日　場所：シンガポール　市内事業者10社参画

昨年からの継続発展事業の一環として、「“旬の食材”ＢｔｏＣ向け試食販売マー
ケティング事業」を、一定期間店舗の棚を賃貸して約４ヶ月間実施。（商工会単独
事業）
期間：令和元年10月～令和2年1月　場所：バンコク

○ ○ ○

観光振興課 観光公社 京丹後市マルシェ

東京海上日動火災保険㈱本社ビル（東京都千代田区丸の内）で、同本社の社員
約4,500名を対象に、京丹後の特産品販売と観光PRを行う物産展「京丹後市マ
ルシェ」を、京丹後市、アミティ丹後、東京海上日動火災保険㈱京都支店との共
催で開催。
（販売実績：７１０千円）

○

観光振興課
食の魅力発信事業
（観光大使ＰＲ動画）

市観光大使の太川陽介氏が京丹後産品をＰＲする動画を作成 ○ ○

◎ ◎ ○ ○

③食を活用した様々
な「商品化」と付加価
値を高める「ブランド
化」に取り組みます

11
食材の魅力、豊富さや食事処、土産処
の情報発信

④「“旬”でもてなす食
の観光」の戦略的な
発信とプロモーション
を行います

動画、ＳＮＳなど効果的な情報発信ツー
ルを活用したＰＲ

8

◎ ◎ ○ ◎

新たな"海のブランド食材"の開発
水産資源を活かした食の観
光まちづくり事業

海業水産課 観光公社

9

◎ ◎ ○

3



   　第３次京丹後市観光振興計画
  　 ① 「戦略プロジェクト実施調書」

観光振興課 観光公社
観光パンフレット「旬めぐり旅
京丹後」の発行

「かわいい」「おいしい」「体験」をキーワードに、市の観光総合パンフレットをリ
ニューアル。市内の食事処や土産処等の情報を発信（令和元年度40,000部作
成）

○ ○ ○

観光振興課 観光公社 観光キャンペーン広報事業

京都市内のファミリー世帯をターゲットに約48万部配布される情報誌で、「ズワイ
ガニ」「久美浜かき」「日本酒」等、本市の“冬の魅力”を発信。（「リビング京都」R2
年10月3日号）
・「リビング京都」で四季毎の本市の‘食の魅力’を発信

○ ○

観光振興課 観光公社
マイクロツーリズム・プロモー
ション事業

コロナ禍において、し、地域の魅力の再発見と地域経済へ貢献するため、3密を
避けながら地元の方が近場で過ごす旅のスタイル“マイクロツーリズム”を提案・
実践。
※R2：市民向けの「Go Local ! 京丹後市民限定　泊まって応援キャンペーン」を
実施
※R3：ウェブ広告の配信等。・阪急交通社商談会へ参加

○ ○

観光振興課 観光公社 ECサイト運営事業
「京丹後の知名度アップ」「地域経済の活性化」「観光公社の経営改善」等の効果
を狙った観光公社地場産品通販サイ ト「京丹後ふるさと便」の構築・運営。R3年
3月１日開設。

○ ○

観光振興課 観光公社
京丹後ふるさと宿泊クーポン
券発行事業

京丹後の食材の魅力と豊富さ、高満足度のおもてなし等を活かして、観光公社
会員施設への送客及び地域経済の活性化と高付加価値化を図るため、京丹後
市のふるさと納税制度を活用した「京丹後ふるさと宿泊クーポン券」の発行事業
に取り組む。

○ ○

観光振興課
生涯学習課

観光公社
国際交流

協会

インバウンド特化事業（ハ
ラール料理試食会）

京丹後を訪れるムスリム旅行客が増加傾向にある中で、市国際交流協会及び
市教育委員会との共催により、公社会員を対象にした「ハラール料理試食会」を
開催（令和2年2月19日予定）。安心して京丹後の食を楽しんでいただくための、
ハラールの調理法の紹介と試食会。

○

観光振興課 観光公社 京丹後市マルシェ

東京海上日動火災保険㈱本社ビル（東京都千代田区丸の内）で、同本社の社員
約4,500名を対象に、京丹後の特産品販売と観光PRを行う物産展「京丹後市マ
ルシェ」を、京丹後市、アミティ丹後、東京海上日動火災保険㈱京都支店との共
催で開催。
（販売実績：710千円）（再掲）

○

観光振興課
“旬の京丹後”プロモーション
イベント開催事業

都市部（関西圏又は首都圏）で開催される食イベント等において、市観光大使の
太川陽介氏（タレント）が京丹後産品をPRする。

13
食に関する異業種間の事業者連携・交
流・研修機会の創出

◎ ◎ ◎ 観光振興課
美食観光のまちづくりワーク
ショップ

ワークショップや勉強会の開催及び先進地視察を行うなど、様々な立場の関係
者の意見を踏まえながら美食観光を推進。今後は、ガストロノミカ、リコラボの実
施などで取り組んでいく。

○

14
市民、関係者に対する啓発イベント等の
実施、参加

○ ◎ ○ ◎ 観光振興課
観光公社

京丹後美食都市
研究推進会

京丹後ガストロノミカ
たんちょすバル（再掲）
RicoLabo（リコラボ）（再掲）

料理人、加工業者、生産者らが集い、研究、発表、交流する食と料理の学会。京
丹後市の新しい料理“たんちょす”を食す。

○ ○ ○

◎ ◎ ○ ○11
食材の魅力、豊富さや食事処、土産処
の情報発信

④「“旬”でもてなす食
の観光」の戦略的な
発信とプロモーション
を行います

12
都市部での食に関するイベント、マル
シェ等の実施、参加

◎

⑤「“旬”でもてなす食
の観光」の戦略を関
係者が共有し、機運
を高め、一体的に進
めます

◎ ○ ◎
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   　第３次京丹後市観光振興計画
  　 ① 「戦略プロジェクト実施調書」

＜基本方針２＞　ジオや四季の魅力を活かした「体験・滞在型の観光地」を目指します 【重点・優先】 最優先＝赤　　優先＝オレンジ

15
日本一の砂浜海岸づくり」に向けた砂浜
や「ジオサイト」の保全など、自然環境
及び景観の保護・保全、清掃活動

○ ◎ ○ ◎
観光振興課
丹後市民局

各地区、まちづく
りサポートセン

ター、観光協会等

主要ジオサイト、海岸の環境
整備

主要ジオサイトである立岩周辺、大成古墳、小天橋から浜詰のロングビーチをは
じめ、市内各地の海岸等において、一斉クリーン作戦、定期的な清掃活動等に
よる保全活動の実施

○ ○ ○

16
海浜施設や自然公園施設（トイレ、シャ
ワー、遊歩道など）の適切な維持管理

○ ◎ 観光振興課
自然公園及び海浜施設の管
理事業

海浜施設や自然公園施設（トイレ、シャワー、遊歩道など）の適切な維持管理を
実施する。

○ ○ ○

観光振興課
ＮＰＯ法人まちづ
くりサポートセン

ター
ジオパーク専門ガイドの常駐 山陰海岸ジオパーク「京丹後市情報センター」にジオパーク専門ガイドの常駐。 ○ ○ ○ ○

観光振興課 ガイド養成講座 専門的知識を持つガイド養成講座を開催する。 ○ ○ ○ ○

観光振興課
ジオパーク
推進協議会

山陰海岸ユネスコ世界ジオ
パーク普及啓発

パンフレット・ホームページ・フェイスブック等で広報 ○ ○ ○ ○

教育総務課 各小学校 大地の学習
市内全小学校の6年生が、郷村断層、鳴き砂文化館、間人の柱状節理等を現地
で見学し、地元の歴史や地形について学び、地域に誇りをもつきっかけとする

○ ○ ○

生涯学習課 高齢者大学
美しい自然資源を次の世代へ伝えることについて考えるため、鳥取県、兵庫県を
含むエリア内の施設見学、、自然散策などの野外学習のほか、山陰海岸ジオ
パークや丹後震災、防災に関する講演会の実施。

○ ○ ○ ○

生涯学習課 高齢者大学（弥栄 網野）
「山陰海岸ジオパーク」の施設や現地視察を行いジオパークに対する見分、認識
を広める。

○ ○ ○

生涯学習課 高齢者大学（丹後）
美しい自然資源を次の世代へ伝えることについて考えるため、兵庫県を含むエリ
ア内の自然散策など野外学習を実施。

○ ○ ○ ○

生涯学習課
公民館講座「ジオ・山野草
ウォーキング」

丹後町袖志、網野町掛津、久美浜町箱石などを歩きながら、山陰海岸ジオパー
クについて学び、海浜植物、海洋汚染等について考える。成人対象。

○ ○ ○

生涯学習課
公民館講座「たんごふるさと
探検隊」：

地域の海浜、河川、山などの自然環境について、体験活動を通して見つめ、自
然を守り育てることについて考える。小学生対象。

○ ○ ○

生涯学習課 町民歩こう会
健康と行楽を兼ねて自然の中でウォーキングを楽しむ。
対象：弥栄町在住の方

○ ○ ○ ○

生涯学習課
公民館講座「夏休み子ども体
験教室in山陰海岸ジオパー
ク」

地元の自然について興味や関心を持ち愛着の心を育む。元年度は久美浜カヌー
競技場での「カヌー体験」、弥栄町野間から丹後町宇川までの約13キロを山野草
などについて学びながら歩く「チャレンジウォーク」を実施。小学生対象。

○ ○ ○

①「ユネスコ世界認
定」を受けた「山陰海
岸ジオパーク」の資
源を守り、積極的に
活用します

戦略プロジェクト

◎ ○ ◎

業者 団体

市民・関係者へのジオパーク、自然環
境保全の普及啓発活動

R2 R3 R4

実施年度

事業概要 H30
H31
R1

アクションプラン（事業、取り組み）

事業名

取組主体

市関係課 関係団体基本戦略
市民 行政

17 ○
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   　第３次京丹後市観光振興計画
  　 ① 「戦略プロジェクト実施調書」

観光振興課
ＮＰＯ法人まちづ
くりサポートセン

ター

「京丹後 山陰海岸ジオパー
クジオと長寿の京丹後を歩こ
う！！」ガイドウォーク

毎月、ガイドウォークツアーを実施。 ○ ○ ○ ○

観光振興課 観光公社 観光コンテンツ開発

・インバウンド及び国内観光客向け京丹後のコンテンツ（体験、観光ルート）を開
発する。
・NPO法人まちづくりサポートセンターと観光公社が連携し、山陰海岸ジオパーク
エリアを歩くツアー「京丹後縦断トレイル」を企画し、神姫バスツアーズ（兵庫県姫
路市）が採用。（令和2年4月から月に1行程ずつ、全8回の実施を予定していた
が、コロナ禍において延期となった。）
・弥栄町野間エリアの自然、文化、暮らしを巡るe-Bikeによるサイクリングツアー
を造成。

○ ○ ○

観光振興課 観光公社 ANA誘客キャンペーン事業

ANA との連携により、現在積極的な誘客ができていない関東方面での京丹後市
の認知度アップを図るとともに、将来のインバウンド再開も見据えて、海の京都
観光圏や北近畿観光圏などの周遊を含めた京丹後への集客を図る取組みを展
開する。

○

19
観光事業者、農漁業者等の連携によ
る、「ジオ」を活用した体験プログラムの
提供

◎ ○ ○ 観光振興課 観光公社 ほんまもん体験推進事業

市内の宿泊施設、観光関連団体の関係者が市内各地で実施されている体験プ
ログラムの現場を訪れ、それらのプログラムを実際に体験し、その価値や魅力を
観光誘客につなげるファムツアーを実施する。今後は、観光公社のツアー造成
の中で取り組む。
・夕日ヶ浦観光協会（誘客推進委員会）と観光公社が連携し、夕日ヶ浦エリアに
おける新たな体験コンテンツとして「ナイトSUP」と「e-Bikeガイドツアー」を開発。

○ ○ ○ ○

5
食に関する共通宿泊プランや旅行商品
づくり

◎ ○ ○ 観光振興課 実践会議
京丹後“旬の逸品”お宿プラ
ン

地元で獲れた水産物を使った旬の逸品料理をお客様に提供し、「食」と「宿泊」の
魅力向上を図る宿泊キャンペーンを実施する。（Ｈ30.3.1～R1.6.30）

○ ○

観光振興課 観光公社
こまねこまつり まち歩きツ
アー

「ねこ」と「丹後ちりめん」をキーワードに、京丹後市峰山町の街歩きを楽しむ「こ
まねこまつり」に合わせ、地元ガイドと楽しむ街歩きツアーを実施。

○

観光振興課 観光公社
丹後ちりめん活用した見学・
体験等コンテンツ開発

・英国船籍のクルーズ船オプショナルツアー客を田勇機業ちりめん工房に誘致。
丹後ちりめんを活用したコンテンツ開発・商品開発を実施。
・与謝野町観光協会と観光公社が、与謝野町と京丹後市の織物職人を訪ねる1
泊2日のプレミアムツアー「シーラ・クリフと巡る丹後ちりめん工房」を企画し、令
和2年10月25、26日に実施。（神奈川県や愛知県などから女性10名が参加し
た。）
・令和2年12月5日、市国際交流協会と観光公社のコラボ企画として、「The
Quest for Silk -Tango Chirimen-丹後ちりめん探究ツアー」を網野町内で開催。
（アメリカやイギリス出身の京丹後在住外国人男女10人が参加した。）

○ ○ ○

観光振興課
京都府

オーシャンロー
ド推進協議会

京都オーシャンロード～間人
皇后と丹後王国ものがたり～

古代ロマンあふれる丹後を「電動アシスト自転車」でめぐるツアーの実施。 ○

観光振興課 観光公社 産業観光の推進 旅行会社との連携を強化し、ツアー造成における現地体験プログラム等を手配。 ○

○

◎ ◎

◎

「ジオ」を活用した商品やツアーの開
発、イベント実施

◎

20
織物業や機械金属業などを活用した、
見学、体験、まち歩き、食を組み合せた
ツアーなどの提供

③日本遺産「丹後ちり
めん回廊」の織物業や
「ハイテクランド」を構成
する機械金属業など地
域の特色ある産業を活
かした「産業観光」を展
開します

◎

①「ユネスコ世界認
定」を受けた「山陰海
岸ジオパーク」の資
源を守り、積極的に
活用します

②海、山、里の地域
資源を活かした四季
折々の“ほんまもん
体験”を提供します

18
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   　第３次京丹後市観光振興計画
  　 ① 「戦略プロジェクト実施調書」

文化財保護課 網野銚子山古墳整備事業
網野銚子山古墳の整備に必要な情報を得るための発掘調査を実施したほか、
整備工事を一部着手した。発掘調査現場は、調査途中に現地説明会を開催し、
成果の公表と活用をはかった。

○ ○ ○ ○

生涯学習課

京都：Re-
Search実行委

員会
（京都府）

アーティスト・イン・レジデンス
事業（京丹後）

平成30年度に市外若手アーティスト5名が京丹後市内の資源を活用したアートの
リサーチを実施。令和元年度及び2年度に峰山町吉村機業㈱旧織物工場などを
会場として創作したアート作品の展示会及び展示を見学する市外からのツアー
を実施。

○ ○ ○

観光振興課 観光公社
体験ガイドブック「わくわく京丹後へＧ

Ｏ！」

観光公社ホームページ

体験ガイドブックと観光公社ホームページ・SNSで観光体験メニューのＰＲを実
施。

○ ○ ○

22
京丹後七姫伝説や浦島太郎伝説、鬼退
治伝説など、伝説や伝承の活用

◎ ◎ ○ ◎
丹後王国

食のみやこ
「丹後七姫劇団」ＰＲ事業

丹後に伝わる七姫伝説をモチーフに、歌や踊り、太鼓、芝居で丹後エリアをＰＲし
ている。（平成30年度　公演3回、イベント出演22回）

○ ○

観光振興課 実践会議
・宿泊事業者向け体験型観
光ファムツアー
・企画列車モニターツアー

・宿泊客に京丹後での過ごし方を直接案内する宿泊事業者等が地域の資源へ
の理解を深め、自信を持って京丹後の魅力を提案できるように体験ツアーを実
施。
・当地域のローカル鉄道（丹後鉄道）を観光コンテンツの一つとし、新たな着地型
商品の造成。

○

観光振興課
観光公社

海の京都ＤＭＯ
観光コンテンツ開発

食、温泉、体験、宿泊などをセットにしたルート造成は検討を重ねている。久美浜
牡蠣の日帰り食べ放題プランを観光公社と牡蠣小屋が開発し、WEB広告でＰＲを
実施。

○ ○ ○ ○

生涯学習課
観光振興課

海の京都ＤＭＯ
観光公社

ＷＭＧ実行委員会

ﾜｰﾙﾄﾞﾏｽﾀｰｽﾞｹﾞｰﾑｽﾞ2021関
西　「観光・文化プログラム」
の商品化

大会実施計画の中で「観光・文化プログラム」を企画。令和4年度に実施する大
会参加者へ販売するとともに、大会終了後も活用を図る。

○ ○ ○

観光振興課 観光公社
企画・販売事業（ヘルスツー
リズム）

100歳人生を支える郷土食と長寿健康法が体験できるプログラム「百寿人生のレ
シピ」を開発（令和2年12月21日付ヘルスツーリズム認証取得）。

○ ○ ○

観光振興課 観光公社 ANA誘客キャンペーン事業

ANA との連携により、現在積極的な誘客ができていない関東方面での京丹後市
の認知度アップを図るとともに、将来のインバウンド再開も見据えて、海の京都
観光圏や北近畿観光圏などの周遊を含めた京丹後への集客を図る取組みを展
開する。（再掲）

○

24
自然、街並みなど景観の保全・形成とま
ち歩き・さと歩き観光の推進

○ ◎ ○ ◎ 観光振興課
実践会議
観光公社

サイクリング、街歩きの魅力
発信

レンタサイクルの利用促進等、地域の魅力発信に繫げる。
木製サイクリングスタンド、レンタサイクル啓発スタンド看板（久美浜駅前）等設
置。

○ ○ ○ ○

25
「海の京都」京丹後市マスタープランに基づく
「戦略拠点」（久美浜・夕日ヶ浦）、「交流地区」
（久美浜・網野・丹後）の魅力向上

◎ ◎ ○ ◎ 観光振興課
海の京都DMO

観光公社
「戦略拠点」「交流拠点」の魅
力向上

夕日ヶ浦観光協会（誘客推進委員会）への継続的な伴走支援、掛津地区への訪
日教育旅行受入支援等。

○ ○ ○ ○

◎ ○ ◎

◎ ○

○◎

④「丹後王国」などの
歴史や遺跡、ふるさ
との伝説を観光へ活
用します

⑤「海の京都観光圏
整備計画」を踏まえ
た「滞在型の観光地」
をつくります

⑤「海の京都観光圏
整備計画」を踏まえ
た「滞在型の観光地」
をつくります

食、温泉、体験、宿泊などをセットにした
ルートづくり

食、温泉、体験、宿泊などをセットにした
ルートづくり

23

23

○

○

21
歴史や文化、遺跡、祭りなど文化財の
活用

○

7



   　第３次京丹後市観光振興計画
  　 ① 「戦略プロジェクト実施調書」

＜基本方針３＞　 最優先＝赤　　優先＝オレンジ

観光振興課
海の京都ＤＭＯ

豊岡ＤＭＯ
シンガポール宿泊誘致・観光
ＰＲ事業

海の京都ＤＭＯと豊岡ＤＭＯと連携し、市内宿泊事業者とともにシンガポールで
開催された旅行博「ＮＡＴＡＳ」に出展することで、個人旅行者向けのＰＲを実施。

○

観光振興課 観光公社
海外誘客主要ターゲット国選
定

海外誘客主要ターゲット国に、欧米豪：「アメリカ」「フランス」「オーストラリア」「イ
ギリス」、アジア：「台湾」「香港」「タイ」「シンガポール」を選定し、インバウンド対
策（WEB・マーケティング事業）を展開。

○ ○ ○

観光振興課 観光公社
在日外国人向け認知拡大
WEB広告配信事業

コロナ禍で外国人旅行者が見込めない中、海外誘客主要ターゲット国出身で、
京阪神エリアに在住の観光に興味を持っている外国人約600人をターゲットに、
京丹後市及び観光公社の海外向けWEBサイト「Visit Kyotango」の認知度向上を
目的に、WEB広告を配信。（海外誘客主要ターゲット国の京阪神エリア在住外国
人約153,000人）

○ ○

観光振興課
海の京都ＤＭＯ

豊岡ＤＭＯ
シンガポール宿泊誘致・観光
ＰＲ事業（再）

海の京都ＤＭＯと豊岡ＤＭＯと連携し、市内宿泊事業者とともにシンガポールで
開催された旅行博「ＮＡＴＡＳ」に出展することで、個人旅行者向けのＰＲを実施。

○

観光振興課
海の京都ＤＭＯ

観光公社
海外プロモーション

・台湾旅行博Touch the japan出展・タイＴＩＴＦ旅行博出展
・京都府インバウンド商談会に民間事業者と参加。

○ ○

観光振興課 観光公社 WEB・マーケティング事業
SNS（Facebook・Instagram）を活用した観光情報発信力の強化に加え、拡散性、
ターゲティング精度の高さを活かしたFacebook広告の配信等、WEB広報媒体の
特性を活かした戦略的なWEBの運用。

○ ○ ○

観光振興課 観光公社 観光誘客促進事業 京都丹後鉄道「網野駅」及び「夕日ヶ浦木津温泉駅」にコインロッカーを設置。 ○

商工振興課 観光誘客促進事業
市内宿泊事業者等が行うサインやパンフレットの多言語化等に対し、経費の一
部を支援する補助制度の実施。

○ ○

観光振興課 観光公社 英語翻訳ｻｰﾋﾞｽ事業
観光事業者等が行う観光施設等における多言語化を図るため、公社所属の国
際交流員（CIR）による英語ネイティブ翻訳サービスを実施。

○ ○ ○

観光振興課 観光公社 オンライン英会話教室事業 観光公社所属の国際交流員（CIR）によるオンライン英会話教室を開講。 ○ ○

観光振興課 観光公社 インバウンド特化事業
夕日ヶ浦観光協会（誘客推進委員会）の活動に観光公社が支援を実施。観光公
社の海外向けホームページ「VisitKyotango」の宿泊予約サイトに約30施設が登
録し、受入機運は醸成されつつある。

○ ○ ○ ○

観光振興課 観光公社 インターンシップ受入事業
京都外国語大学との連携協定「京丹後プログラム」に基づく、ラーニング型イン
ターンシップの受入を実施。

○ ○ ○

観光振興課 観光公社 顧客満足度向上事業
インナープロモーション事業の一環として、市内宿泊施設を対象に、覆面調査及
び京都市内ホテルとのマッチングを進める。

○ ○ ○

③外国人旅行客を受
け入れる態勢整備や
観光関連事業者の機
運醸成を推進します

外国人旅行客、宿泊客等の誘致を強化します

業者 団体 市民 行政

○

取組主体

○ ○

◎ ◎ ○ ◎

事業概要 H30
H31
R1

R2 R3 R4
市関係課 関係団体

アクションプラン（事業、取り組み）

事業名

実施年度

①ターゲットを明確に
し、外国人旅行客のさ
らなる誘致に取り組み
ます

26

基本戦略 戦略プロジェクト

○

アジア圏（台湾、タイ、シンガポール等）
及び欧州等を主ターゲットとした誘致活
動

◎ ◎

地域全体での受入機運醸成や外国人
旅行者対応等へのスキルアップ

28
宿泊施設、観光施設などでの多言語表
示、Wi-Fi、免税店等の受入環境整備

◎

29

②海の京都ＤＭＯ、
豊岡ＤＭＯなど広域
連携によるインバウ
ンドの取組を強化し
ます

27
海の京都ＤＭＯや豊岡ＤＭＯと連携した
各種プロモーション、誘致活動

○ ◎

8



   　第３次京丹後市観光振興計画
  　 ① 「戦略プロジェクト実施調書」

観光振興課 商工会

『世界標準でおもてなし　食の多
様化セミナー＆個別相談～ベジ
タリアン・ヴィーガン・ハラール等
～』

10月に市内の観光事業者及び飲食店等30名にセミナーと宿泊施設の個別相談
を実施。マレーシアから講師を招聘し現地でのニーズも把握。（京都府後援）

○

観光振興課
観光公社

国際交流協会
インバウンド特化事業（ハ
ラール対応食普及促進）

京丹後を訪れるムスリム旅行客が増加傾向にある中で、市国際交流協会及び
市教育委員会との共催により、公社会員を対象にした「ハラール料理試食会」を
開催予定。安心して京丹後の食を楽しんでいただくための、ハラールの調理法の
紹介と試食会。

○

観光振興課
障害者福祉課

京丹後宿おか
みさんの会

手話教室の実施
高齢の方・障害のある方などをお迎えするための接遇向上。
手話言語条例を制定。繰り返し学ぶことで障害者へのサポートに対する意識が
高くなっている。

○ ○ ○

観光振興課
障害者福祉課

京丹後宿おか
みさんの会
福祉作業所

ちりめんの活用による小物製
作

良好商品の造成・普及。ちりめん再利用による製品開発。 ○ ○

障害者福祉課
農業振興課

障害者利用設備の整備
障害者のための多機能トイレの整備、情報提供。車椅子使用者、オストメイト、
子ども連れなどの多様な利用者に使いやすいトイレの整備。（久美浜ＳＡＮＫＡＩＫ
ＡＮのトイレ洋式化整備Ｒ２年度完成）

○ ○ ○

観光振興課 観光公社 ガラシャファムツアー 令和元年2月、大手旅行会社のファムツアーを実施。 ○

観光振興課 観光公社 教育旅行コンテンツの充実
教育旅行における体験学習等（SUP・シーカヤック・梨狩り・貝殻クラフト・狛猫絵
付け体験等）を手配。

○ ○

観光振興課 観光公社
教育旅行の受入
（木津川市）

平成20年に締結した「京丹後市と木津川市との間の友好都市提携に関する盟約
書」に基づく、修学旅行の継続と拡大における受入事業実施に向けた調整（木津
川市教育委員会へのプレゼン等）を行った。（令和4年度モニターツアー等実施
予定）

○

33
「分宿」など、“民泊ニーズ”に対応する
民宿での受入態勢の整備

◎ ○ ○ 観光振興課
京都府

観光公社
掛津地区

教育旅行の受入

・京都府のインバウンド推進事業の一環で、掛津地区での教育旅行受入を実
施。（2015年から実施）
・台湾教育関係者（校長等）の招聘に向けて、当該招聘者に対し視察ツアー（ファ
ムトリップ）を実施。

○ ○ ○

34
宿泊施設、温泉施設の環境整備、魅力
向上と発信強化

◎ ○ ○ 観光振興課
市内所在の

法人等
観光インフラ整備等促進事業
費補助金

本市の美しい自然や景観、温泉等豊かな資源を活かした魅力ある観光地づくり
を推進すため、温泉源、温泉施設等を整備する事業に対し補助金を交付する。

○ ○ ○

観光振興課 実践会議
・宿泊事業者向け体験型観
光ファムツアー
・企画列車モニターツアー

・宿泊客に京丹後での過ごし方を直接案内する宿泊事業者等が地域の資源へ
の理解を深め、自信を持って京丹後の魅力を提案できるように体験ツアーを実
施。
・当地域のローカル鉄道（丹後鉄道）を観光コンテンツの一つとし、新たな着地型
商品の造成。

○ ○

観光振興課 観光公社
海の京都ＤＭＯ

観光コンテンツ開発
食、温泉、体験、宿泊などをセットにしたルート造成は検討を重ねている。久美浜
牡蠣の日帰り食べ放題プランを観光公社と牡蠣小屋が開発し、WEB広告でＰＲを
実施。

○ ○ ○ ○

生涯学習課
観光振興課

観光公社
海の京都ＤＭＯ
ＷＭＧ実行委

員会

ﾜｰﾙﾄﾞﾏｽﾀｰｽﾞｹﾞｰﾑｽﾞ2021関西
「観光・文化プログラム」の商品
化

大会実施計画の中で「観光・文化プログラム」の企画。令和4年度に実施する大
会参加者へ販売するとともに、大会終了後も活用を図る。

○ ○ ○

観光振興課 観光公社
企画・販売事業（ヘルスツー
リズム）

100歳人生を支える郷土食と長寿健康法が体験できるプログラム「百寿人生のレ
シピ」を開発（令和2年12月21日付ヘルスツーリズム認証取得）。

○ ○ ○

観光振興課 観光公社 ANA誘客キャンペーン事業

ANA との連携により、現在積極的な誘客ができていない関東方面での京丹後市
の認知度アップを図るとともに、将来のインバウンド再開も見据えて、海の京都
観光圏や北近畿観光圏などの周遊を含めた京丹後への集客を図る取組みを展
開する。（再掲）

○

③外国人旅行客を受
け入れる態勢整備や
観光関連事業者の機
運醸成を推進します

◎ ◎

◎

◎ ◎ ○

◎

31
あらゆる旅行客を受け入れる「ユニバー
サルツーリズム」の導入

◎

30
“民泊サービス（住宅宿泊事業）”、“泊
食分離”など、外国人旅行者のニーズに
対応した宿泊、食事の提供

“ほんまもん体験”を活かした教育旅行
の誘致活動

32

○ ○

食、温泉、体験、宿泊などをセットにした
ルートづくり（再掲）

○ ○

⑤ゆっくり滞在できる
宿泊、温泉の魅力向
上を図ります

④教育旅行の受け入
れを積極的に行いま
す

23
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＜基本方針４＞　 最優先＝赤　　優先＝オレンジ

生涯学習課
市体育協会
（久美浜カ

ヌークラブ）等

オリンピック・パラリンピックホ
ストタウン推進事業

・2021年8月開催の東京2020オリンピックカヌースプリント競技に向けたスペイン
及びポルトガルチームの事前合宿の受入及び交流等の実施。
・ホストタウン登録を行っているう韓国、オーストラリア、スペイン、ポルトガルとの
交流の実施。

○ ○ ○ ○

生涯学習課 市体育協会等 ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ聖火ﾘﾚｰ事業 東京五輪聖火リレーを実施し、地域振興や地域活性化に繋げる。 ○ ○ ○

生涯学習課 観光公社 直前合宿受入 スペイン及びポルトガルのカヌー選手団の直前合宿を受入れ。 ○ ○ ○

生涯学習課

ﾜｰﾙﾄﾞﾏｽﾀｰｽﾞ
ｹﾞｰﾑｽﾞ2021

関西京丹後市
実行委員会

ﾜｰﾙﾄﾞﾏｽﾀｰｽﾞｹﾞｰﾑｽﾞ2021関
西

令和3年5月14日から関西一円を舞台に開催される大会のカヌー競技（マラソン・
SUP・ドラゴンボート）を京丹後市で実施。国内外から約1100名の選手の参加を
見込み、観光振興及びインバウンドにつなげる。
※現在、大会は延期となり、延期後の日程調整中

○ ○ ○ ○

生涯学習課
観光振興課

観光公社 企画・販売事業 ＷＭＧの参加者（日本人を含む）に向けた体験コンテンツの開発。 ○ ○

生涯学習課
各実行委員
会、市体育

協会等

丹後半島ラリー（4.5月）
サンセットビーチフェス（6月）
ＳＵＰＡ西日本選手権大会（7月）
ドラゴンカヌー選手権大会（8月）
丹後100kmウルトラマラソン（9
月）
あみの八丁浜ロードレース（10
月）
丹後大学駅伝（11月）
久美浜湾一周駅伝大会（11月）

地域特性を活かしたスポーツ大会等を通じて、京丹後の魅力や山陰海岸ジオ
パークを全国に発信するとともに、内外の交流促進とスポーツ・観光振興に資す
る。
（サンセットビーチフェスは、Ｈ３０年まで開催）

※令和2年度から観光振興課へ所管異動（丹後半島ラリー）

○ ○ ○ ○

生涯学習課 観光公社 宿泊斡旋事業

市主催のスポーツイベント等における市観光公社を通じた宿泊・観光情報の提
供・斡旋の実施。（ポスター、HP等に掲載）
（ウルトラマラソン、ドラゴンカヌー、ワールドマスターズゲームズ2021関西プレ大
会）

○ ○ ○

観光振興課
観光業等活性化推進事業補
助金

町の活性化及び交流人口の拡大に寄与する各種大会等（スポーツ大会、イベン
ト等）を主催する団体に対し補助金を交付する。

○ ○ ○

生涯学習課
市体育協

会、北丹陸
上競技協会

峰山途中ヶ丘公園陸上競技
場リニューアル事業

峰山途中ヶ丘公園陸上競技場を、日本陸上競技連盟第3種公認陸上競技場とし
て整備。大会誘致、合宿誘致などに取り組み、スポーツ振興及び交流人口の拡
大等、地域活性化につなげる。令和２年１０月1日供用開始。

○ ○ ○

生涯学習課
市体育協会
（久美浜カ
ヌークラブ）

久美浜カヌーセンター(仮称)
整備

全国規模のカヌー大会やカヌー合宿、カヌー体験等を通じた修学旅行の誘致、
各種カヌー体験やドラゴンカヌー体験への活用のため、久美浜湾カヌー競技場
内に、カヌーセンター（仮称）を整備する。令和2年度末完成予定。

○ ○ ○

①２０２０年東京オリ
ンピック・パラリンピッ
クの「ホストタウン」、
「ワールドマスターズ
ゲームズ２０２１関
西」等を通じた文化
交流や地域経済の活
性化に取り組みます

36
「ワールドマスターズゲームズ２０２１関
西」その他スポーツイベント等の実施

○ ◎

○

事業名 事業概要 H30
H31
R1

R2 R3 R4

実施年度

◎

○ ○

37

38

②ジオパークなど豊
かな自然や地域特性
を活かし、“春・秋”を
中心としたスポーツイ
ベントの誘致・支援を
行います

②ジオパークなど豊
かな自然や地域特性
を活かし、“春・秋”を
中心としたスポーツイ
ベントの誘致・支援を
行います

市関係課 関係団体

アクションプラン（事業、取り組み）

◎35

業者 団体 市民 行政

２０２０年東京オリンピック・パラリンピックに向け
たカヌー競技の環境整備、相手国との交流事業
等「ホストタウン」の取組

戦略プロジェクト

取組主体

“ジオ・スポーツ”や“ジオ・アクティビティ”で観光交流人口の拡大を目指します

基本戦略

ビーチスポーツ（ビーチバレーなど）、ウ
ルトラマラソン、ＴＡＮＴＡＮロングライドな
ど、“春・秋”を中心としたスポーツイベン
トの誘致・支援

○ ◎ ◎

スポーツ施設等の必要な整備・管理とス
ポーツイベント、合宿等への活用

○ ○
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観光振興課
アプリ「わくわく京丹後へＧ
Ｏ！」

スマートフォン用観光アプリ「わくわく京丹後へGO！」は、市内の観光施設や体
験等の情報を掲載。

○ ○ ○

観光振興課 観光公社
体験ガイドブック「わくわく京
丹後へＧＯ！」
観光公社ホームページ

体験ガイドブックと観光公社ホームページ・SNSでＰＲを実施。 ○ ○ ○ ○

生涯学習課
市体育協会
（久美浜カ
ヌークラブ）

久美浜湾カヌーセンター整備
全国規模のカヌー大会やカヌー合宿、カヌー体験等を通じた修学旅行の誘致、
各種カヌー体験やドラゴンカヌー体験への活用のため、久美浜湾カヌー競技場
内に、久美浜湾カヌーセンターを整備する。令和2年度末完成予定。

○ ○

40
安全・快適な海水浴の環境づくり等によ
る誘客促進

○ ◎ ◎ 観光振興課
日本一の砂浜
海岸づくり実行

推進会議
ビーチ一斉クリーン作戦

　山陰海岸ユネスコ世界ジオパークを構成する京丹後の美しい砂浜海岸を保全
し、一年を通じてにぎわう日本一の砂浜海岸づくりを推進するため、６月に「ビー
チ一斉クリーン作戦」としてボランティアを募り、海岸清掃を実施。

○ ○

19
観光事業者、農漁業者等の連携によ
る、「ジオ」を活用した体験プログラムの
提供

◎ ○ ○ 観光振興課 観光公社 ほんまもん体験推進事業

市内の宿泊施設、観光関連団体の関係者が市内各地で実施されている体験プ
ログラムの現場を訪れ、それらのプログラムを実際に体験し、その価値や魅力を
観光誘客につなげるファムツアーを実施する。今後は、観光公社のツアー造成
の中で取り組む。

○ ○ ○ ○

政策企画課 各スポーツイベント
ドラゴンカヌー選手権大会、丹後100㎞ウルトラマラソン、丹後大学駅伝、久美浜
湾一周駅伝、丹後半島駅伝などのスポーツイベントを開催するうえで必要な運営
スタッフとして、職員を動員した。

○ ○ ○ ○

生涯学習課

市体育協会、ﾄﾞﾗｺﾞﾝ
ｶﾇｰ実行委員会、

WMG2021関西京丹
後市実行委員会、

日本ｶﾇｰ連盟

ﾜｰﾙﾄﾞﾏｽﾀｰｽﾞｹﾞｰﾑｽﾞ2021関
西における体制基盤整備

ﾜｰﾙﾄﾞﾏｽﾀｰｽﾞｹﾞｰﾑｽﾞ2021関西において開催が決定しているカヌーマラソン競技
に対応するため、関係団体や市民参画を含む大会運営体制の基盤づくりと機運
の醸成に取り組む。
※現在、大会は延期となり、延期後の日程調整中

○ ○ ○ ○

観光振興課 観光公社 宿泊斡旋事業 ウルトラマラソンにおける宿泊斡旋。※R2、R3コロナ禍で中止 ○ ○ ○

◎○

◎ ○

③ジオパークの魅力
を活かした「ジオ・ス
ポーツ」や「ジオ・アク
ティビティ」の場や機
会を提供します

39
「ジオ」を活かしたカヌー、ＳＵＰ、釣り、漁体験、
ダイビング、トレッキング、サイクリングなど、ス
ポーツやアクティビティ環境の提供

◎

④スポーツイベントの
運営を地域で支える
体制や経済波及効果
による持続可能型の
運営の構築に取り組
みます

41
スポーツイベントの支援・運営体制の構
築

○ ○

11



   　第３次京丹後市観光振興計画
  　 ① 「戦略プロジェクト実施調書」

＜基本方針5＞　 最優先＝赤　　優先＝オレンジ

42
マーケティング調査（全宿統一アンケー
ト実施など）によるターゲット戦略の策定

○ ◎ ◎ 観光振興課 観光公社 ＷＥＢ・マーケティング事業
ＷＥＢマーケティング会議を開催し、サイトへの来訪者数、予約件数の増加を目
指し、ＰＤＣＡサイクルを回して結果に拘った取組みを実施。（ＷＥＢ広告、ＷＥＢ
戦略、改善会議）

○ ○ ○ ○

観光振興課 観光公社 ＷＥＢ・マーケティング事業
上記マーケティング調査と、その結果を活用して当市で売りにするターゲットの選
定作業を進めている。R1/2頃決定を予定している。

○

観光振興課
海の京都

ＤＭＯ
観光公社

海の京都ＤＭＯ自走式デジタ
ルマーケティング調査事業

ロイヤルカスタマー（お得意様）の獲得・増加を図るため、海の京都旅行者情報
（旅行の楽しみや楽しんだ観光スポット・体験等）を収集する「ＱＲコード読み取り
式のスマホ・アンケート調査」の実施。

○

観光振興課 観光公社
京都観光データ収集・分析事
業（京都府観光連盟）

観光客のプロフィール像をサンプリングし、他の観光地と比較優位となる特色を
明らかにすることで、旅行先としての決定要因を分析し、今後のマーケティング
手法を探るために、京都府観光連盟が実施するモデル事業に協力。夕日ヶ浦温
泉エリアを中心に、人流データやWEB・SNSの分析を行う。

○

観光振興課 観光公社
「京丹後ナビ」における情報
発信テーマ策定のための調
査業務

本市の観光資源に対する消費者の認識や他の観光地との違いを消費者インタ
ビューにより調査・確認し、今後、「京丹後ナビ」として注力すべき領域や伝える
べき内容を絞り込み整理する

○

海の京都
ＤＭＯ

情報発信・プロモーション事
業

「海の京都」の内外への情報発信及び観光客誘致
・ＷＥＢ情報発信・ＳＮＳ情報発信・α-station情報発信・戦略的メディアプロモー
ション
・北近畿観光素材説明会及び現地視察　等々

○ ○ ○ ○

観光振興課 観光公社 広域連携事業（情報発信）

与謝野町観光協会との連携事業（広域周遊観光）。プレジデント社　シーラ・クリ
フ氏（着物研究家・イギリス人）やカジュアル着物情報誌「七緒」と連携し、ファッ
ション素材としての丹後ちりめんの価値を国内女性ミドル層や欧米インバウンド
をターゲットに発信。

○ ○

45
パンフレット、紙媒体での情報発信の効
果的な整備と活用

○ ◎ ◎ 観光振興課 観光公社 広域誘客推進事業
観光パンフレット及び体験ガイドブック「わくわく京丹後へＧＯ！」並びに観光マッ
プを増刷した。
・パンフレットやチラシ、観光雑誌等の紙媒体からWebサイトへの誘導を図る。

○ ○ ○ ○

46
ウェブサイト、ＳＮＳなどＩＣＴを活用した
効果的な情報発信、ＰＲ

◎ ◎ ○ ◎ 観光振興課 観光公社
ホームページリニューアル事
業

国内向けホームページをリニューアルし、写真や動画を豊富に掲載することで、
視覚に訴えて効果的に発信できるホームページを作成。同時に、外国語ホーム
ページを新設した。

○ ○

47
交通アクセス、情報化の進展などを踏ま
えた、市内での観光案内機能の整備

○ ◎ ○ ◎ 観光振興課 観光公社 デジタルサイネージ設置事業 観光客への情報提供のため、網野駅構内にデジタルサイネージを設置した。 ○ ○ ○ ○

43
国内重要ターゲットを設定し、ターゲット
への適確な手法でのアプローチ

H31
R1

R4事業概要

実施年度

R2 R3市民 行政
市関係課 関係団体

③効果的な情報発信
ツールを選択し、戦
略的な情報発信を行
います

アクションプラン（事業、取り組み）取組主体

H30

44
広域連携によるマスメディアの活用等、
効果的な情報発信やプロモーションの
実施

◎ ◎

事業名

徹底したマーケティング手法で戦略的に観光情報を発信します

①マーケティング調
査による現状分析や
実態把握などに基づ
き、テーマ、ターゲッ
トを絞った情報発信
を行います

②海の京都ＤＭＯや
豊岡ＤＭＯなど、広域
連携によるメリットを
活かした情報発信を
行います

基本戦略 戦略プロジェクト
業者 団体

○ ◎ ◎
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   　第３次京丹後市観光振興計画
  　 ① 「戦略プロジェクト実施調書」

観光振興課 観光大使
市観光大使の太川陽介氏が京丹後産品をＰＲする動画（3本）作成
都市部（関西圏又は首都圏）で開催される食イベント等において、市観光大使の
太川陽介氏（タレント）が京丹後産品をPRする。

○ ○

観光振興課 観光公社 明智光秀 AI 協議会

大河ドラマ「麒麟がくる」放映にあわせ、明智光秀ゆかりの14 の自治体 と民間会
社（LINE ㈱・㈱サイシード）で 組織された「明智光秀 AI 協議会」に観光公社が参
画 。 無料通信アプリ LINE で味土野の細川ガラシャ隠棲の地をはじめ 、 京丹
後市の観光名所を配信 。

○ ○

観光振興課 観光公社
フィルム・ブランドプロモーショ
ン事業

・公式WEBサイト「京丹後ナビ」において、「映画・ドラマ・CMのロケ地紹介ペー
ジ」を開設し、撮影に同行したフィルムコミッションならではの切り口・視点での
ページ構成で、数々の作品やその撮影場所等を紹介する。
・撮影地を通じて、京丹後の持つ魅力を多くの方に伝えることを目的に、京丹後
ロケ地巡りツアーを実施する。

○

③効果的な情報発信
ツールを選択し、戦
略的な情報発信を行
います

◎48
観光大使の活用、ＳＮＳ情報大使の創
設、フィルムコミッション活動など効果的
な発信の工夫

◎ ◎ ◎

13



   　第３次京丹後市観光振興計画
  　 ① 「戦略プロジェクト実施調書」

＜基本方針６＞　 最優先＝赤　　優先＝オレンジ

49
海の京都ＤＭＯによる、京都府及び北
部７市町が一体となった「海の京都観光
圏」の取組推進

○ ◎ ◎ 観光振興課 海の京都ＤＭＯへの参画
地域の総力を結集して観光まちづくりを効果的かつ強力に推進するため、「海の
京都ＤＭＯ」を設立し、北部5市2町を圏域とする海の京都観光圏地域の観光・交
流・集客等に関する事業を一元的・統合的に実施・推進

○ ○ ○ ○

50
豊岡ＤＭＯその他広域観光団体との連
携

○ ◎ ◎ 観光振興課 豊岡ＤＭＯへの参画

豊岡市が中心となり地域企業等と連携して設立した「豊岡ＤＭＯ」に連携団体とし
て参画。メーンのターゲットは城崎温泉に宿泊する外国人観光客で、本市の魅力
的な観光資源の情報を提供し、本市エリアを含む旅行商品化、周遊の仕組みづ
くり、名物開発など広域連携による観光誘客の推進を図る

○ ○ ○

観光振興課 観光公社 組織体制の強化
令和元年6月、観光公社を設立して、市職員派遣による組織強化、ゼロベースで
の事業の見直しを行い、旧観光協会を立て直すことでより官民一体で観光推進
ができる体制を構築した。

○ ○ ○ ○

観光振興課 観光公社

宿泊施設における新型コロナ
ウイルス感染症感染拡大予
防ガイドライン（標準的対策）
策定

本市を訪れる宿泊客が少しでも安心して滞在できる環境づくりに取り組むため、
市内の旅館業等宿泊施設において定める基準として、国の指針を基本とした「宿
泊施設における新型コロナウイルス感染症感染拡大予防ガイドライン（標準的対
策）」を策定した。
・第１版：令和2年6月19日策定　・第２版：令和2年11月1日改訂

○

52
市観光協会及び支部、地域における効
果的な観光まちづくり・観光イベント等の
実施

○ ◎ ○ ○ 観光振興課 観光公社 観光イベント等
観光公社支部が地域イベントをサポート。地域振興から脱却した観光誘客に繋
がる効果的なイベントの実施を模索する。

○ ○ ○ ○

海の京都
ＤＭＯ

観光地域づくり・人財育成等
関係事業

「住んでよし、訪れてよし」の高付加価値を有するブランド観光地づくりに向け、地
域住民等と連携した観光誘客・おもてなし・人材育成の向上を図る。
・海の京都インバウンドセミナー・観光ガイド育成事業　等々

○ ○ ○

観光振興課 観光公社 インナープロモーション事業

・令和元年9月30日、観光公社の活動内容紹介や観光地域づくりに関する講演
を内容とした「観光まちづくりセミナー」の開催。有識者による基調講演等を通じ、
問題意識を共有し、その解決策を検討。
・会員向けLINEアカウントによる有益情報の配信、ニュースレターの発行。

○ ○ ○

商工振興課
地域雇用促
進協議会

地域雇用活性化推進事業
ICT、IoT、AI、自動ロボット等を活用し人材不足下での業務効率化の向上やそれ
らを活用した業務モデルの普及による創業や雇用を創出する。

○ ○

商工振興課 観光公社
厚生労働省地域雇用活性化
推進事業

「ICT、Iot利活用セミナー」の開催、（令和元年度は3回開催）※2.3回目は新型コ
ロナウイルス感染症の影響により中止）

○ ○

観光振興課
商工振興課

観光公社 人手不足対策事業

・顕在化する人手不足の喫緊の課題に対応するため、ハローワーク峰山との連
携を強化し、「特設相談窓口の開設」や「求人・求職のマッチング」などの支援を
行う。
・民間会社（㈱おてつたび）と観光公社が連携し、「市民生活の安全、安心の確
保」と「観光立市と安全、安心な観光地づくり」の両立を発展的、安定的に実現し
ながら、宿泊施設の深刻な人手不足解消を進める。

○ ○

②市観光協会を中心
とした地域の観光推
進体制の整備と関係
団体等との連携を強
化します

51
市観光協会を中心に、行政、観光事業
者と連携した観光推進体制の確立と業
界の一体化

◎ ◎ ○ ◎

③観光活動の原動力
となる人材の育成と
確保を行います

実施年度

事業概要 H30
H31
R1

R2 R3 R4事業名

地域総ぐるみの観光地づくりを推進します

団体 市民 行政

54
U・Ｉターン促進、雇用環境や雇用条件整
備等による人材確保の取組とＡＩ（人工
知能）活用の検討

◎ ◎ ○ ◎

業者

①海の京都ＤＭＯや
豊岡ＤＭＯなど関係
府県市町等との広域
的な取組と連携を強
化します

アクションプラン（事業、取り組み）

基本戦略 戦略プロジェクト

53 観光関係者の意識向上とスキルアップ ◎ ◎ ○

取組主体

市関係課 関係団体
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   　第３次京丹後市観光振興計画
  　 ① 「戦略プロジェクト実施調書」

商工振興課
国際交流協会

観光公社
留学生インターンシップ事業

将来の就職先を検討するための就職活動の一環としてインターンシップが重要
性を増し、人手不足と呼ばれている中、外国人材の活用も視野に入れた取組み
を行う。

○ ○

商工振興課 観光公社 留学生インターンシップ事業
空き家等を活用したシェアハウス（大学生や外国人留学生のアルバイトやイン
ターンシップの宿泊施設）の設置について検討。

○ ○

商工振興課
地域雇用促
進協議会

地域雇用活性化推進事業
パートタイムや契約社員として従事できる人材（女性、高齢者、障害者等）を雇用
できる体制づくりや外国人留学生など多様なニーズに対応した優秀な人材を雇
用できる体制づくりを目指す。

○ ○ ○

56
民間企業の専門性、ノウハウの活用に
よる人材確保と人材育成の取組

◎ ◎ 観光振興課 観光公社 派遣事業

観光公社に大手旅行会社（JTB）社員を受け入れ、ヘルスツーリズム造成など、
専門性を活かした事業に取り組んでいる。また、内閣府の「地方創生人材支援制
度」を活用して、産業政策推進監として市に出向している民間人材（東京海上日
動火災保険㈱）を観光公社の非常勤の参与として迎え入れ、より一層の官民連
携による活動を推進。観光公社の立ち上げ、ＷＥＢマーケティング、市役所との
連携等の主要事業を担当。
・令和3年2月に、観光公社に大手航空会社社員（全日本空輸）を受入れ、航空
利用による誘客及びインバウンドなど、専門性を活かした事業に取り組む。

○ ○ ○

観光振興課 観光公社 顧客満足度向上事業
インナープロモーション事業の一環として、市内宿泊施設を対象に、覆面調査及
び京都市内ホテルとのマッチングを進める。（再掲）

○

観光振興課
京丹後宿お
かみさんの

会
定例会

おかみさんの会では、毎月、定例会を開催し、会員間の情報交換や連携した宿
泊サービスなどを企画し、京丹後の魅力をPRするとともに、訪れる人へのおもて
なしの向上に努めている。

○ ○ ○

58
公的観光施設（道の駅、温泉、公園施
設など）の適切かつ効率的な維持管理
及び運営

○ ○ ◎ 観光振興課 各指定管理施設
体験滞在型観光推進事業・
各種施設管理運営事業

来訪者に良好な利用環境を提供し満足いただけるよう、道の駅・温泉施設・指定
管理施設・自然公園・海浜等の各施設の維持管理を行った。

○ ○ ○

59
環境変化等に伴う市有観光施設のあり
方（新規、見直しなど）の検討

◎ 観光振興課 指定管理施設 指定管理施設移譲 風蘭の移譲を実施し、民間による活用を行った。 ○

60
海岸沿いの高速道路をはじめとした交通アクセ
ス、サイン（多言語化含む）、駅周辺等の整備及
び災害時の安全確保と情報提供

○ ◎ ◎ 観光振興課 観光公社 観光サイン設置事業 誘導看板やジオサイトの解説看板に英語表記を併記するようにしている。 ○ ○ ○ ○

観光振興課 観光公社
２次観光交通の電動バイク・
カート

電動バイクや乗用カート、電動サイクルなどを活用した観光型Ｍａａｓ（モビリティ・
アズ・ア・サービス）の推進

○ ○ ○

観光振興課
振興局

観光公社
オーシャンロード事業

木製サイクルラックを店舗等に設置。サイクリングコース設定のため試走を実
施。R1以降は各事業者によりサイクルツアーの実施を検討。

○ ○

⑤公的観光施設の適
切な管理・運営によ
り、良好な利用環境
を提供します

④“京丹後人気質”によ
る「おもてなし」の向上
を図ります

57

③観光活動の原動力
となる人材の育成と
確保を行います

55
繁忙期の人手不足を解消するための緊
急〈対策の検討・実施

◎ ◎

61
２次交通等移動、周遊手段（レンタカー、タ
クシー、レンタサイクル、公共交通空白地有
償運送など）の充実、活用

◎ ◎ ◎

⑥快適・安全・便利に
移動できる交通環境
やサイン整備を推進
します

環境美化、丹後ちりめんの活用、「花
いっぱい作戦」など、観光業をはじめ市
全体における「おもてなし」の向上

◎

◎ ◎ ○ ◎

◎
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最優先＝赤　　優先＝オレンジ

地域

○ ○ ○

【観光公社】夕日ヶ浦観光協会（誘客推進委員会）の活動を継続的に
支援。令和2年度は、10月17日～11月1日に、「魔法のトキがここに
夕日ヶ浦　うみ×まち灯り」を共催し、「浜詰夕日の丘」を中心に、ビー
チや街なかのライトアップのほか、ナイトSUPやe-Bikeガイドツアー等
の新たな体験コンテンツ開発に向けた実証実験を行った。
・網野町支部において制作した「周辺散策イラストマップ」を、網野駅
や会員宿等に配架。

【観光公社】・夕日ヶ浦観光協会（誘客推進委員会）の活動を継続的
に支援。
・網野町支部において制作した「周辺散策イラストマップ」を、網野駅
や会員宿等に配架。

○ ○

【観光公社】JR「城崎温泉駅」と京都丹後鉄道「天橋立駅」を乗り換え
なしで結ぶ臨時快速列車「城崎・天橋立ダイレクト」の夕日ヶ浦木津
温泉駅への継続停車。
・令和元年度は7月13日から9月28日までの 土日祝日限定運行。
・令和2年度は8月22日から同年9月27日までの土日祝日限定運行。

○ ○ ○
【商工会】オリジナルラベルの消毒スプレーの配布でコロナ感染症防
止対策事業を支援した。

【商工会】コロナ終息後を目指した誘客動画の作成

○
「浜詰　夕日の丘」計画事業を、観光インフラ整備等促進事業補助金
により支援した。

2  野村克也ベースボールギャラリー※の活用 ○ ○ ○ ○
【商工振興課】令和3年3月27日に故野村克也氏の一周忌メモリアル
事業として特別展を開催

【商工振興課】令和3年3月27日から令和3年8月31日まで故野村克也
氏の一周忌メモリアル事業として特別展を開催、故野村氏とゆかりの
ある現役監督等からのインタビュー収録、ARを活用した「野村語録」
の作成（予定）

○ ○ ○

【観光公社】丹後ちりめんを活用したコンテンツ開発・ツアー商品開発
を実施。
・令和2年10月25・26日の両日、与謝野町と京丹後市の織物職人を
訪ねるプレミアムツアー「シーラ ・ クリフと巡る丹後ちりめん工房」を
実施。神奈川県や愛知県などから女性10名が参加。田勇機業と引き
染め職人・小林知久佐さんの2工房を見学。
・令和2年12月5日、市国際交流協会とのコラボ企画により、「The
Quest for Silk -Tango Chirimen-丹後ちりめん探究ツアー」を網野町
内で開催。アメリカやイギリス出身の京丹後在住外国人10人が参
加。振り袖姿で街歩きしながら、田勇機業の工場見学や網野神社で
の正式参拝、アミティ丹後での染色作業を体験。
・網野町支部において制作した「周辺散策イラストマップ」を、網野駅
や会員宿等に配架。
・網野町支部において、レンタサイクルを整備。

【観光公社】・丹後ちりめんを活用したコンテンツ開発・ツアー商品開
発を検討。
・網野町支部において制作した「周辺散策イラストマップ」を、網野駅
や会員宿等に配架。
・網野町支部において、レンタサイクルを整備。

○ ○
【商工会】フォトブックの制作と配布による地域の魅力発信事業を支
援

4 網野銚子山古墳の整備と歴史・史跡の活用 ○ ○ ○ 【文化財保護課】環境整備工事を実施中。令和6年度完成予定。 【文化財保護課】環境整備工事を実施中。令和6年度完成予定。

5 漁港（浜詰、浅茂川、三津）を活用した見学、朝市等の実施 ○
【商工会】三津・遊の共同資源 海 を守るビーチクリーン・観光プロ
ジェクト事業を支援。

6 掛津の民宿を中心とした教育旅行の受入促進 ○ ○ ○ ○

【観光公社】令和3年3月18日に行われた京都府観光連盟と京都府商
工労働観光室共催の「台湾旅行会社向け京都府教育旅行オンライン
商談会」に参加し、台湾の旅行会社19社に向け、ポストコロナを見据
えた「もうひとつの京都」のPR及び京丹後の教育旅行素材の販売促
進を図った。

【観光公社】・豊田市立下山中学校（愛知県豊田市）の教育旅行を掛
津地区において受入れた。
・網野高校企画経営科3年生が企画した「AMINO HISTORY」（掛津歴
史物語）の絵本製作（日本語版・英語版計720部）を支援。

エリ
ア

第３次京丹後市観光振興計画
②「エリア別目標・地域別プロジェクト実施調書」

1

○　海の京都の「主た
る滞在促進地区」、
「交流地区」として、宿
泊、温泉等の魅力に
磨きをかけます

○　ジオパークに代表
される海岸景観や漁
港、漁業、豊富な食な
どの魅力を活用し、ほ
んまもん体験、まち歩
き観光などに展開しま
す

○　歴史・伝説、日本
遺産に認定された「丹
後ちりめん回廊」の機
屋の街並みなどを活
かした観光を推進しま
す

海
岸
エ
リ
ア

実施内容等（令和３年度分）目標

網
野
地
域

実施年度

H30
H31
Ｒ 1

地域別プロジェクト 実施内容等（令和２年度分）
Ｒ4

3

Ｒ2

 「海の京都」の主たる滞在促進地区※「夕日ヶ浦」における夕日
の広場（仮称）など夕日、海、温泉、花の魅力開発・活用と無電
柱化※など街並み整備

日本遺産認定「丹後ちりめん回廊」を活かした機屋（網野、浅茂
川）のまち歩きや八丁浜の海岸散策とシーサイドパーク活用の
促進

Ｒ3
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○ ○ ○ ○
【文化財保護課】琴引浜の鳴き砂の保全及び保護啓発事業、自然環
境学習の援助並びに促進を図る琴引浜鳴き砂文化館の管理運営を
実施。

【文化財保護課】琴引浜の鳴き砂の保全及び保護啓発事業、自然環
境学習の援助並びに促進を図る琴引浜鳴き砂文化館の管理運営を
実施。

○ ○
【観光公社】公社のオリジナル観光PR商品「お茶レター」（京丹後産
緑茶のティーパック商品）のデザインに「琴引浜」を採用し、観光客等
にPRした。

○ ○ ○ ○
【文化財保護課】丹後古代の里資料館、郷土資料館に浦島コーナー
を設け、来館者へ浦島伝承を紹介した。

【文化財保護課】丹後古代の里資料館、郷土資料館に浦島コーナー
を設け、来館者へ浦島伝承を紹介した。

○ ○

【観光公社】7月24日から7月27日まで、新国立劇場で開催された「こ
どものためのバレエ劇場2021竜宮～亀の姫と季の庭～」の会場で、
宮津市、舞鶴市、伊根町とともに、浦島太郎をテーマとしたパネルや
パンフレットの展示による誘客PR を実施。
・公社のオリジナル観光PR商品「お茶レター」（京丹後産緑茶の
ティーパック商品）のデザインに「浦島太郎伝承」を採用し、観光客等
にPRした。

新 駅舎内のコインロッカー設置 ○ ○
網野駅及び夕日ヶ浦木津温泉駅にコインロッカーを設置。網野駅55
件、夕日ヶ浦木津温泉駅；60件

網野駅及び夕日ヶ浦木津温泉駅にコインロッカーを設置。

○ ○ ○
【商工会】新型コロナウイルス感染防止対策による体験サービス提供
として感染防止備品の購入を支援。

【商工会】旅育プログラムのDX化による地域ビジネスに繋がるデジタ
ルマップ・パンフレットの作成

○ ○ ○
【観光公社】体験ガイドブックと観光公社ホームページ・SNSでＰＲを
実施。

【観光公社】体験ガイドブックと観光公社ホームページ・SNSでＰＲを
実施。

○ ○ ○ 【丹後市民局】京丹後龍宮プロジェクトが商品化し販売した。 【丹後市民局】京丹後龍宮プロジェクトが商品化し販売した。

○ ○ ○

【海業水産課】令和2年1月に競りを見学できる新しい荷捌き所が完成
し、令和2年3月20日に完成記念式典を予定していたが、新型コロナ
ウィルス感染症の影響で中止となった。その後についても、当該感染
症の影響のため、積極的に荷捌所の見学を実施していない。

【海業水産課】令和3年度についても、前年度同様、長引く新型コロナ
ウィルス感染症の影響により、積極的に荷捌所の見学を実施してい
ない。なお、11月6日のズワイガニ漁解禁日の初競り、また、地域の
小学校の授業での見学は実施した。

○ ○ ○
【観光公社】京都府漁協と連携し、新荷捌き所の「セリ見学体験」の実
施を検討。

【観光公社】活イカ流通実証事業において、新荷捌き所内に設置され
た「活イカ水槽」の見学をモニターツアーの行程に組み入れ、旅行商
品化を検討。

○ ○ ○

【観光公社】・丹後町支部において、「周辺散策イラストマップ」を3,500
枚増刷、道の駅や会員宿等に配架。
・ジオパークの大自然を活かした旅行商品「京丹後縦断ジオトレイ
ル」を神姫観光㈱（姫路市）とNPO 法人まちづくりサポートセンター、
当公社が共同開発。神戸・姫路などから集まった参加者が、1 年をか
けて全8 コースを巡ります。※コロナ禍において未催行。

【観光公社】・丹後町支部において、「周辺散策イラストマップ」を5,000
枚増刷、道の駅や会員宿等に配架。
・ジオパークの大自然を活かした旅行商品「京丹後縦断ジオトレイ
ル」を神姫観光㈱（姫路市）とNPO法人まちづくりサポートセンター、
観光公社が共同開発。神戸・姫路などから集まった参加者が、1 年を
かけて全8 コースを巡りました。

○ ○ ○
【丹後市民局】NPOまちづくりサポートセンターがガイドツアーを実
施。

【丹後市民局】NPOまちづくりサポートセンターがガイドツアーを実
施。

○ 【商工会】間人まち歩きARスタンプラリー企画事業に支援

○ ○ ○

【観光公社】中浜地区を中心としたヘルスツーリズムを商品化し認証
申請を行った。丹後町中浜地区をヘルスツーリズムの実証フィールド
に、大手旅行会社「JTB」との連携により「『百寿人生のレシピ』体感プ
ログラム」を開発。
・令和2年11月18日、販売に向けてのモニターツアーを11月18日に実
施。
・令和2年12月21日付でヘルスツーリズム認証（同委員会）取得。

【観光公社】ヘルスツーリズム認証を取得した「海の京都『百寿人生
のレシピ』体感プログロム」が、京丹後市のふるさと納税の返礼品とし
て、令和
3 年9 月30 日から「ふるぽ（ふるさとチョイス）」にて取り扱いを開始。

○ ○ ○ ○
【政策企画課】NPO法人「気張る！ふるさと丹後町」の運営により、住
民だけでなく観光客の交通手段としても、ウーバーアプリを活用した
ささえ合い交通の運行を実施し、滞在・周遊促進を図った。

【政策企画課】NPO法人「気張る！ふるさと丹後町」の運営により、住
民だけでなく観光客の交通手段としても、ウーバーアプリを活用した
ささえ合い交通の運行を実施し、滞在・周遊促進を図った。

○ ○ ○ 【観光公社】ホームページにより周知した。 【観光公社】ホームページにより周知した。

「青の洞窟」「愛の洞窟」※の活用、シーカヤック※など「ジオ
パーク体験」のさらなる促進

丹
後
地
域

海
岸
エ
リ
ア

○　海の京都の「主た
る滞在促進地区」、

「交流地区」として、宿
泊、温泉等の魅力に

磨きをかけます

○　ジオパークに代表
される海岸景観や漁
港、漁業、豊富な食な
どの魅力を活用し、ほ
んまもん体験、まち歩
き観光などに展開しま

す

○　歴史・伝説、日本
遺産に認定された「丹
後ちりめん回廊」の機
屋の街並みなどを活
かした観光を推進しま

す

9

11

滞在・周遊促進のための交通、道路整備と公共交通空白地有
償運送（ささえ合い交通）の活用促進

12

港町、ジオサイトを巡るまち歩き、さと歩き、温泉巡りなどの実施

8 浦島太郎、静御前等伝説・伝承の活用

10 間人漁港の競り見学などの観光活用

7
 日本一の鳴砂の浜「琴引浜」のさらなる活用、ＰＲ（動画制作な
ど）
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○ ○ ○ ○
【観光公社】ホームページによる周知。観光総合パンフレット「旬めぐ
り旅京丹後」等の電子書籍化。

【観光公社】ホームページによる周知。観光総合パンフレット「旬めぐ
り旅京丹後」等の電子書籍化。

○ ○

【観光公社】・令和2年11月6日から令和3年3月20日まで実施の「京丹
後ふるさと旅行券キャンペーン（冬旅）」のプロモーションとして、訴求
力の高い「間人ガニ」を素材にしたポスター及び動画を作成。
・丹後町支部（宿泊部会）で、新しいメニューやプラン作り、情報発信
等を検討。

【観光公社】
・「ズワイガニ」を素材にした駅広告（デジタルサイネージ広告）を、JR
西日本の京阪神主要7駅・12エリア（214面）で、11月1日～7日に展
開。
・「間人ガニ」をメイン素材に、「冬こそ、京丹後。」「京丹後で至福のカ
ニ旅」を訴求メッセージとしたウェブ広告用LPを制作し、冬の京丹後
の魅力を訴求し、京丹後への旅行意欲を喚起した。
・丹後町支部（宿泊部会）で、新しいメニューやプラン作り、情報発信
等を検討。
・公社のオリジナル観光PR商品「お茶レター」（京丹後産緑茶の
ティーパック商品）のデザインに「ズワイガニ」を採用し、観光客等に
PRした。

○ ○ ○

【海業水産課】「京丹後市で獲れる海産物」をその”旬”の時期に紹介
する「海業ブログ」を開設し、新鮮な魚介類の他、観光産業と連携し
た”地産来消”の取り組みや海を活用した１日漁師体験など海業につ
いて情報発信した。

【海業水産課】「京丹後市で獲れる海産物」をその”旬”の時期に紹介
する「海業ブログ」を開設し、新鮮な魚介類の他、観光産業と連携し
た”地産来消”の取り組みや海を活用した１日漁師体験など海業につ
いて情報発信した。

○ ○ ○ ○
【文化財保護課】神明山古墳・産土山古墳・高山12号墳等の史跡の
維持管理を実施。市ホームページデジタルミュージアム・丹後古代の
里資料館での情報発信を実施。

【文化財保護課】神明山古墳・産土山古墳・高山12号墳等の史跡の
維持管理を実施。市ホームページデジタルミュージアム・丹後古代の
里資料館での情報発信を実施。

○ ○ ○ ○
【丹後市民局】NPOまちづくりサポートセンターがガイドツアーを実
施。

【丹後市民局】NPOまちづくりサポートセンターがガイドツアーを実
施。

16 経ヶ岬（灯台）、犬ヶ岬散策道の適切な管理及び活用 ○ ○ 【丹後市民局】新型コロナウィルス感染拡大防止のため活動を中止。
【丹後市民局】経ヶ岬保存会が経ヶ岬灯台の遊歩道整備を行った。ま
た、同保存会が灯台まつり（一般公開及び露店販売）を開催した。

17
かぶと山園地整備と山頂展望台からの絶景の活用及びアクセ
ス道の改良

○ ○ 新型コロナウィルス感染拡大防止のためかぶと山公園まつり中止 新型コロナウィルス感染拡大防止のためかぶと山公園まつり中止

○ ○

【観光公社】令和2年11月6日から令和3年3月20日まで実施の「京丹
後ふるさと旅行券キャンペーン（冬旅）」で、本市の特産品「久美浜か
き」を旅行券利用者に特典提供。
また、京都府漁協と連携して、「久美浜かき」PRチラシとポスターを作
成した。

【観光公社】オンラインショップ「海の京都　旬の京丹後ふるさと便」で
取り扱いを開始。

○ ○ ○ ○ 【商工会】旅館組合の勉強視察研修を支援した。
【商工会】ＷＩＴＨコロナ・ＰＯＳＴコロナ時代に立ち向う視察研修事業お
よびセミナー実施

○ ○ ○ ○

網野町浜詰から久美浜町にある、果樹直売所を中心とした観光の魅
力づくりを創出するため、平成30年度3店舗、令和元年度計5店舗、
令和2年度計6店舗の店先等で、旬のフルーツを使ったジュース、ス
ムージー、クレープなどを提供した。

網野町浜詰から久美浜町にある、果樹直売所を中心とした観光の魅
力づくりを創出するため、平成30年度3店舗、令和元年度計5店舗、
令和2年度計6店舗、令和3年度計6店舗の店先等で、旬のフルーツを
使ったジュース、スムージー、クレープなどを提供した。

○ ○ ○ ○ 【商工会】異業種連携によるヨーグルト酒の商品開発を支援

○ ○ ○ ○

【観光公社】・フルーツ狩り体験のPRにより、大手旅行会社による「フ
ルーツを満喫できる日帰りツアー」の販売が実現した。
・令和2年9～10月に実施した「京丹後ふるさと旅行券キャンペーン
（秋旅）」で、久美浜町産の梨やフルーツスムージーを旅行券利用者
に特典提供。

【観光公社】旬のフルーツを中心とした秋食材の魅力を打ち出す構成
で、「秋の京丹後」の認知拡大に向けたプロモーションを展開。ウェブ
広告用LPの制作や情報紙「リビング京都」への記事掲載。

○ ○ ○ ○
【京丹後市】店舗開設にかかる経費（新規2店舗）と広告宣伝に係る
費用を補助した。
ＦＭαステーションにて「フルーツトレイル」をＰＲした。

【京丹後市】ＦＭαステーションにて「フルーツトレイル」をPRした。

「間人ガニ」の産地として「カニのまち」のさらなる発信

15
大成古墳群周辺の整備及び古代の里資料館、神明山古墳を含
む史跡、歴史の活用

18 久美浜かきのさらなる活用と旬の食材を活かしたランチの促進

19
 「フルーツ街道（フードトレイル）」としての発信など、フルーツの
さらなる活用と発信

13

○　海の京都の「主た
る滞在促進地区」、
「交流地区」として、宿
泊、温泉等の魅力に
磨きをかけます

○　ジオパークに代表
される海岸景観や漁
港、漁業、豊富な食な
どの魅力を活用し、ほ
んまもん体験、まち歩
き観光などに展開しま
す

○　歴史・伝説、日本
遺産に認定された「丹
後ちりめん回廊」の機
屋の街並みなどを活
かした観光を推進しま
す

海
岸
エ
リ
ア

14

久
美
浜
地
域

丹
後
地
域

地域の観光スポットを紹介する電子ガイドブック※、外国人旅行
者向けの観光マップの作成、活用
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○ ○ ○ ○

【政策企画課】久美浜駅再生アクションプランによる駅舎工事が平成
29年度に完了。平成30年度から駅の多目的ホールで喫茶営業を開
始している。新型コロナウイルス感染症の影響により営業自粛等もあ
り、営業日は限られてしまったが、駅の賑わいづくりと利便性の向上
を図った。

【政策企画課】久美浜駅再生アクションプランによる駅舎工事が平成
29年度に完了。平成30年度から駅の多目的ホールで喫茶営業を開
始している。新型コロナウイルス感染症の影響により営業自粛等もあ
り、営業日は限られてしまったが、駅の賑わいづくりと利便性の向上
を図った。

○ ○
【観光公社】久美浜町支部において、「周辺散策イラストマップ」を
10,000枚増刷、会員宿等に配架。

【観光公社】久美浜町支部において、「周辺散策イラストマップ」を
10,000枚作成、会員宿等に配架。

21 久美浜湾岸沿い、かぶと山等への桜や花の魅力づくり ○

22
トウテイラン、ユウスゲなど丹後砂丘の貴重な海浜植物の保全・
保護

○

○ ○ ○ ○
【観光公社】・体験ガイドブックと観光公社ホームページ・SNSでＰＲを
実施した。・久美浜町支部においてレンタサイクル事業を実施。

【観光公社】・体験ガイドブックと観光公社ホームページ・SNSでＰＲを
実施した。・久美浜町支部においてレンタサイクル事業を実施。

○ ○ ○ ○

【生涯学習課】
・ワールドマスターズゲームズ2021関西に向けたプレ大会にてカヌー
マラソン競技を初めて実施した。
・久美浜湾カヌーセンターの改築工事に着手した（令和2年度末完
成）。
・夏休み子ども体験教室でカヌー体験を行った。

【生涯学習課】
・ワールドマスターズゲームズ2021関西に向けたプレ大会及びレガ
シー大会としてSUP大会の開催とSUP無料体験会を行った。引き続き
大会の広報及び機運醸成に務めた。
・久美浜湾カヌーセンターの運用を実施し、パンフレットの作成など活
用に務めた。

24
湊宮での漁港活用とまち歩き観光の推進及び教育旅行の受入
促進

○ ○

【観光公社】・小天橋エリアにおける「ピチピチにぎり寿司体験」の実
施に向け、地元漁業団体とともに検討を進めている。
・久美浜町支部において、「周辺散策イラストマップ」を10,000枚増
刷、会員宿等に配架。

【観光公社】・小天橋エリアにおける「ピチピチにぎり寿司体験」の実
施に向け、地元漁業団体とともに検討を進めている。小天橋エリアの
民宿街における「オイスターバル」の実施について関係者と調整中。
・久美浜町支部において、「周辺散策イラストマップ」を10,000枚作
成、会員宿等に配架。

○ ○
【観光公社】㈱日本旅行と連携し、バスツアー「丹後みどころエクスプ
レス」における現地体験プログラム（「和久傳ノ森」の見学）を手配。

新 東京２０２０オリンピック・パラリンピック及びワールドマスターズ
ゲームズ2021関西に向けた競技環境の整備

○ ○ ○

【生涯学習課】
（R2）
・東京2020オリンピック（2021年実施）のホストタウン事業として、てス
ペイン及びポルトガルカヌー代表チームの事前合宿受け入れ準備
（調整等）を行った。（令和3年7月）
・ワールドマスターズゲームズ2021関西に向けたプレ大会を開催し、
大会・競技運営、新型コロナウイルス感染症対策などのテストを行っ
た。また、ホームページ、各種SNSを立ち上げ、大会の周知・機運醸
成を図った。
・久美浜湾カヌーセンターの改築工事に着手した（令和2年度末完
成）。

【生涯学習課】
（R3）
・東京2020オリンピックのホストタウン事業として、てスペイン及びポ
ルトガルカヌー代表チームの事前合宿受け入れを行った。（令和3年7
月）
・ワールドマスターズゲームズ2021関西に向けたプレ大会及びレガ
シー大会としてSUP大会の開催とSUP無料体験会を行った。引き続き
大会の広報及び機運醸成に務めた。
・4月久美浜湾カヌーセンターの供用を開始。
　本年度も、ワールドマスターズゲームズプレ大会などカヌーセンター
を会場とした、全国大会を誘致。
・センターの利用や体験用カヌーの貸出、備品整備など、スポーツと
観光を連携させたアクティビティの拠点としての整備を行った。

20
 稲葉本家を中心とした久美浜一区の歴史的街並みの保全と活
用、久美浜駅再生とまち歩き観光の促進

23
 久美浜湾、ロングビーチ（小天橋～箱石、函石浜遺跡）、蒲井・
旭海岸等を活用した体験、ジオ・アクティビティ（ジオカヌーな
ど）、遊覧船等の促進

25 民間施設（美術館、観光農園、温泉等）の活用と連携促進

海
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リ
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美
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○　海の京都の「主た
る滞在促進地区」、
「交流地区」として、宿
泊、温泉等の魅力に
磨きをかけます

○　ジオパークに代表
される海岸景観や漁
港、漁業、豊富な食な
どの魅力を活用し、ほ
んまもん体験、まち歩
き観光などに展開しま
す

○　歴史・伝説、日本
遺産に認定された「丹
後ちりめん回廊」の機
屋の街並みなどを活
かした観光を推進しま
す
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最優先＝赤　　優先＝オレンジ

地域

○ ○ ○
【観光公社】与謝野町観光協会との連携により、日本遺産認定「丹後
ちりめん回廊」を紹介するパンフレットを改訂。電子書籍化。

【観光公社】㈱日本旅行と連携し、バスツアー「丹後みどころエクスプ
レス」における現地体験プログラム（金刀比羅神社「こまねこ絵付け
体験」）を手配。

○ ○ ○
【商工会】手織の準備工程の習得研修会事業（整経から織掛けまで）
支援

○ ○ ○
【峰山市民局】市役所付近の「井祢（イネ）の尻橋」の親柱に、ちりめ
ん及び機械金属の作品を継続して展示し、まち歩きの場を創設した。

【峰山市民局】市役所付近の「井祢（イネ）の尻橋」の親柱に、ちりめ
ん及び機械金属の作品を継続して展示し、まち歩きの場を創設した。

27 金刀比羅神社「狛猫」を核としたねこプロジェクトの推進 ○ ○ ○ ○
【こまねこまつり実行委員会】こまねこまつり2020を9月に開催。
【観光公社】体験ガイドブックと観光公社ホームページ・SNSでＰＲを
実施した。

【こまねこまつり実行委員会】こまねこまつり2021を10月に開催。
【観光公社】体験ガイドブックと観光公社ホームページ・SNSでＰＲを
実施した。

○ ○ ○ ○
【文化財保護課】赤坂今井墳墓の維持管理を実施。市ホームページ
デジタルミュージアム・丹後古代の里資料館での情報発信を実施。

【文化財保護課】赤坂今井墳墓の維持管理を実施。市ホームページ
デジタルミュージアム・丹後古代の里資料館での情報発信を実施。

○ ○ ○ ○

【月の輪田保存会】保存会の取組みとして、田植え・稲刈りなどを実
施。
【五箇プロジェクト】五箇地域の活性化を図る取組みとして「五箇朝
市」を開催。

【月の輪田保存会】保存会の取組みとして、田植え・稲刈りなどを実
施。
【五箇プロジェクト】五箇地域の活性化を図る取組みとして「五箇朝
市」を開催。

○ ○ ○
【商工会】ものづくり産業の未来を拓くプロジェクト（T・MIC会議）スター
トアップ構築事業に関する支援

30 京丹後の南玄関口での花、ライトアップ等の環境整備 ○ ○ ○ ○
【観光公社】大宮町支部が、大宮ロードパーク周辺の環境整備や織
物ホールのライトアップ事業を実施。

【観光公社】大宮町支部が、大宮ロードパーク周辺の環境整備や織
物ホールのライトアップ事業を実施。

31
温泉、自然とのふれあい、農業を活用した体験、農家民泊等の
提供

○ ○

○ ○ ○

【生活環境課】地域の環境資源を再発見し、自然環境の保全意識の
醸成等を図るため内山ブナ林観察会を実施した。
（令和元年度）開催日：11月4日　参加人数：32人
（令和2年度）開催日：11月1日　参加人数：42人

【生活環境課】地域の環境資源を再発見し、自然環境の保全意識の
醸成等を図るため内山ブナ林観察会を実施した。
（令和2年度）開催日：11月1日　参加人数：42人
（令和3年度）開催日：10月31日　参加人数：38人

○
【生涯学習課】内山ブナ林などでの「ノルディックウオーキング体験
会」は新型コロナ感染症拡大の影響により未実施（令和２年度）。

【生涯学習課】内山ブナ林などでの「ノルディックウオーキング体験
会」は新型コロナ感染症拡大の影響により未実施（令和３年度）。

○
【観光公社】大宮町支部が、「 ガラシャ・小町トレイル 」 （仮称）の商
品化を目指し、府道 655 線（味土野・大宮線）のトレッキングルート化
に取り組んでいる。

33 小野小町ゆかりの地の活用 ○ ○ ○ ○
小町公園のイベント展望ゾーンの回廊補修を実施した。
平安時代の歌人・野小町が生涯を終えた地であることにちなみ「愛」
をテーマとした短歌を募集し「小町ろまん全国短歌大会」を開催。

平安時代の歌人・野小町が生涯を終えた地であることにちなみ「愛」
をテーマとした短歌を募集し「小町ろまん全国短歌大会」を開催。

28
 羽衣天女伝説、月の輪田（稲作発祥伝説）、赤坂今井墳墓の活
用

29 機械金属業に関連した産業観光の促進

32  内山ブナ林などを活用したノルディックウォーク※の推進

○　日本遺産認定「丹
後ちりめん回廊」の織
物業、「ハイテクラン
ド」を構成する機械金
属業を活かした産業
観光、まち歩きの整
備などを進めます

○　京丹後市の南玄
関口としてのおもてな
し機能を充実させ、観
光客をあたたかく迎え
ます

○　農業を活用した体
験、山林での自然体
験、花、山野草の魅
力を活かした観光に
取り組みます

エリ
ア

目標

実施年度

H30
H31
Ｒ 1

Ｒ2 Ｒ3 Ｒ4
地域別プロジェクト

26
 日本遺産認定「丹後ちりめん回廊」（織物業）を活かしたまち歩
き観光、産業観光の推進

第３次京丹後市観光振興計画
②「戦略プロジェクト（エリア別目標・地域別プロジェクト）実施調書」

里
山
エ
リ
ア

大
宮
地
域

実施内容等（令和２年度分） 実施内容等（令和３年度分）

峰
山
地
域
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34
丹後王国「食のみやこ」での食、花、山野草の魅力発信及び市
内の観光施設間の連携促進

○ ○

○ ○ ○
【観光公社】弥栄町野間エリアの自然、文化、暮らしを巡るe-Bikeに
よるサイクリングツアーを造成。

【観光公社】“京丹後流ヘルスツーリズム”の確立に向けた実証事業
（観光庁委託事業）を実施。ヘルスツーリズム認証を受けた「京丹後
百寿レシピ体感プログラム」を核に、弥栄町野間エリアにおける森、
川、海の自然遊び、里山体験、地元名人による自然体験を旅程に加
えたツアー商品化に取り組んだ。

36
森林公園スイス村の芝桜、水辺公園の環境整備、丹後弥栄道
路の桜並木など、花のおもてなし

○ ○ ○
スイス村芝桜：コロナの感染拡大防止のため、イベントの実施を見
送った。

スイス村芝桜：4月から指定管理者が変わり、芝桜の観光誘客は行
わなくなった。株数が減少し、見どころといえる状況ではない。

○ ○ ○

【観光公社】・「麒麟が来る」ゆかりの地の情報発信を行うアプリ「明智
光秀ＡＩ」事業へ参加した。
・大河ドラマ「麒麟がくる」ゆかりの地を活かした誘客につなげるた
め、声掛け（現地案内含む）業務、ニーズ聞き取り業務、写真撮影業
務、施設点検業務を地元・弥栄町味土野区に委託。
・弥栄町支部が、PRのぼり旗を味土野までの道中に設置。峰山高校
弥栄分校の生徒とトウテイラン等のプランターを「ガラシャ城跡」（女
城跡）ほかに配置。

【観光公社】大河ドラマ「麒麟がくる」ゆかりの地を活かした誘客につ
なげるため、声掛け（現地案内含む）業務、ニーズ聞き取り業務、写
真撮影業務、施設点検業務を地元・弥栄町味土野区に委託。
・弥栄町支部が、PRのぼり旗を味土野までの道中に設置。峰山高校
弥栄分校の生徒とトウテイラン等のプランターを「ガラシャ城跡」（女
城跡）ほかに配置。

38 遠所遺跡、奈具岡遺跡、黒部銚子山古墳等の活用 ○ ○ ○ ○
【文化財保護課】遠所遺跡、黒部銚子山古墳の維持管理を実施。市
ホームページデジタルミュージアム・丹後古代の里資料館での情報
発信を実施。

【文化財保護課】遠所遺跡、黒部銚子山古墳の維持管理を実施。市
ホームページデジタルミュージアム・丹後古代の里資料館での情報
発信を実施。

35
野間地域（野間川渓谷）の自然を活用した体験、農家民泊や食
の提供

里
山
エ
リ
ア

○　日本遺産認定「丹
後ちりめん回廊」の織
物業、「ハイテクランド」
を構成する機械金属業
を活かした産業観光、
まち歩きの整備などを
進めます

○　京丹後市の南玄関
口としてのおもてなし機
能を充実させ、観光客
をあたたかく迎えます

○　農業を活用した体
験、山林での自然体
験、花、山野草の魅力
を活かした観光に取り
組みます

弥
栄
地
域

37 細川ガラシャゆかりの地の活用
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③withコロナ、afterコロナを見据えたディスカッションの概要 
開催：令和４年２月２２日（火） 

坂上会長からテーマ提示 

①  

・コロナにおいて産業的に発展した企業がたくさんある。デジタル化に前向きに進んでいる所は収益が上がっており、その点をこれからど

う考えていくか。国では、マース（MaaS）など、途切れのない移動をスムーズに情報提供しながら、活動・体験を結びつけていく動きも

あり、デジタル化の軸にしていく必要があるのではないか。 

・観光業では、量から質への転換が求められており、団体とかグループよりも心の満足度をいかに上げるかということで、宿のリニューア

ルに取り組まれたところもある。同時にコロナにおいて人材確保の問題が表面化している。 

・2025年の大阪万博の人の流れをどう京丹後に誘客するか。万博テーマ「いのち輝く未来をデザインする」は、ヘルスツーリズム等、京丹

後が持っているものとぴったりと合う。広域連合、関西全体としてのＰＲ館の展開と連携が重要。 

・文化庁が本格移転し京都に来るので、文化をどのように観光と結びつけていくか。 

委員からの主な意見 

②  
・宿泊施設には温泉もあり、最近、かなり良くなってきいているが、宿泊施設を目的に来られ、そのまま帰ってしまうという傾向が強い。

いかに安全・安心を確保しながら宿泊のあとの周遊につなげるかが重要。 

③  
・夕日ヶ浦も観光の拠点にはなっておらず、カニを食べにくるだけの場所になっている。いかにそれを脱却し、長期滞在をしてもらうため

に何をどう目指すか、夕日ヶ浦観光協会では議論している。 

④  
・おかみさんの会では、お宿同士が意見交流も含め助け合いながら、京丹後のファンをつくるような方法を検討したり、地域が元気になる

ような広報活動を行っている。それぞれのエリアが特徴あるおもてなしや新しいプラン、新商品を開発することが必要。 

⑤  

・ジオパークのガイドを通じて、太平洋側のガイドは津波等の対策も視野に入れていることを聞いた。安心安全対策はしているが、防災面

の強化も必要ではないか。 

・教育旅行において、中学校ではデジタル化の対応をしている。京丹後の学校現場もデジタル化の対応ができているのか気になった。 

⑥  

・旅館は、コロナの影響に加え、カニの高騰もあり苦労している。久美浜湾周辺に来られるお客さんは、魚釣り等家族で遊ぶような場面を

よく見る。京阪神からも近く、コロナが収束すれば、今まで以上に発展成功する要素がある。 

・GOTOトラベル等の補助制度は、手続きがややこしくて年寄りには難しい。高齢者にも、わかりやすい制度にしてほしい。 
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⑦  

・京丹後には、グリーンベルトなどいいものがたくさんある。いかにアクセスしてもらい「行きたい」と思わせるかが重要。来た人がSNS

でいいねと評価してくれれば、自分も行ってみようかとなる。そのあたりをいかに発信するか。地元の人も案外知らない良さを、コロナ

禍というお客さんが少ない時に地元の人に特典等で泊まってもらい、発信してもらうことも大切。来られた方の感動を活用すべき。 

⑧  
・「漁師体験」は、漁師が減っていることを逆手に取った取組。マイナスをプラスに転換することは、よそにないものを生み出すことにも

つながる。どんな業種も発想の転換が必要。素潜り体験は、今後は6月中旬頃から実施したい。 

⑨ 
・公共交通では、観光分野においては未だ半分以下の集客状況。特に団体は深刻であり、個人客を作っていくことが重要。また、人手不足

は非常に厳しい。高齢化も雪中での運転手確保が難しく、しっかり地元で募集していくことが必要。 

⑩ 
・京丹後を訪れた観光客に、魅力ある商品を提供すること。ファンづくりにつながる商品開発をするうえでも、信頼できる食品表示等、安

全安心を意識しながら取り組んでいきたい。多種多様な観光事業とも協力連携しながらSDGsも意識しながら取り組みたい。 

⑪ 
・コロナ禍で少人数の旅を支えていかないといけない。昔のような密になるような旅ではなく、ゆったりと少人数でも楽しめる宿泊施設で

ありたい。そういう中で少しでも付加価値をつけていく必要性を感じている。 

⑫ 

・まだまだ丹後の織物は認知度が低い。観光客が増えることで、丹後ちりめんの認知度も上がってくると思っている。コロナが収束した

ら、工場見学も再開し産業観光でＰＲをしていきたいし、丹後に来たら高品質のものが買えるという地域にしていきたい。観光事業者の

皆さんとともに発展していけたらと思っている。 

⑬ 

・コロナで鉄道利用客が減っている。４月以降、コロナの収束を期待して、特急利用の促進、フリー切符等、誘客のためのダイヤ改正を考

えている。ガストロノツーリズム、食べ歩きなどの企画、アニメがらみの新しいコンテンツも考えたい。また、文化財を活用する旅行商

品や交通がらみのものも力を入れたい。丹後地域全体に、モビー、マースを横展開し、鉄道というよりグループ会社で移動の総量だった

り、二次交通だったり、あと誘客という視点で貢献していきたい。 

⑭ 

・府では、蔓延防止のため、関係事業者に様々な制約をお願いしている。飲食店時短要請や営業自粛等への協力金の申請をお忘れなく。一

定終息したら「京都魅力再発見プロジェクト」を再開するので、積極的に活用していただきたい。 

・「府内学生就職促進事業」で中長期に学生インターンシップを受入れる事業予算も組んでいる。人手不足対策としてぜひ活用を。 

⑮ 

・ＤＭＯとして、デジタルマーケティングに力を入れていきたい。いかに効率的に情報を伝えるかというところが大切であり、セグメント

分析をやっていかなくてはいけないと考えている。 

・インバウントは、平日対応、閑散期対応として非常に重要。再開に向けた準備として事業者対象のセミナーを開催している。当面、東ア

ジア、その後は欧米豪もお迎えできるよう環境づくりをやっていきたい 
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④withコロナ、afterコロナを見据えたディスカッションから見える課題等（まとめ） 

 

【観光推進体制について】 

１．情報発信・収集 

  ① 訪れた方の「満足」を発信するプロモーションが有効。そのためには、地元の人にも京丹後の魅力を再認識してもらうことが重要。 

  ② ＳＮＳの活用やマース（MaaS）など、デジタルの活用がコロナ禍での観光収益向上につながる。 

 ２．販売促進 

  ①エリアごとのおもてなし、新しいプランや新商品の積極的な開発が必要。 

  ②宿そのものが旅の目的ではなく、宿を出た後の周遊こそが長期滞在につながり、結果として宿の稼働率向上ももたらす。 

 

【当面必要となる誘客促進】 

 １．大阪万博の人の流れをつかむこと。ヘルスツーリズム等、量より質の価値がある京丹後のコンテンツは万博テーマにも合う。 

 ２．文化を生かした観光商品づくりが重要。 

 

【その他】 

 １．これからの観光に安全安心は必須。防災面でも対策強化する必要がある。 

２．学校現場をデジタル化は、将来の各種産業の振興の可能性につながる。 

 ３．コロナをマイナスとして終わらせず、プラスに転換して発想すれば、他にない新たな価値を生み出すことにつながる。 

４．織物業と観光業は相関性がある。産業観光の促進で、観光客増と高品質なちりめんが売れる地域の両立が期待できる。 

５．コロナの収束を具体的に意識した取り組みが必要。 

 


